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－主な内容－

ハートフルシティおのハートフルシティおの

市立好古館を訪れた小学校児童らが
飾られたひな飾りと一緒にハイポーズ



　
市
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
デ
ー
タ
や
近
隣
市
町
の
整

備
状
況
等
を
も
と
に
、
平
成
　
年

度
に
５
ヶ
年
計
画
で
「
市
単
独
道

路
整
備
方
針
」
を
定
め
、
都
市
基

盤
の
骨
格
と
な
る
幹
線
道
路
整
備
、

そ
れ
ら
を
補
う
準
幹
線
お
よ
び
生

活
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
舗
装
等
が
近
隣
市
町
と

比
較
し
て
低
下
し
て
い
た
道
路
舗

装
の
向
上
と
と
も
に
、
地
域
間
格

差
を
な
く
す
た
め
、
３
ヶ
年
で
　

％
と
い
う
目
標
を
掲
げ
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
道
路
舗
装
率
に
つ

い
て
は
下
図
の
と
お
り
、
全
体
で

は
約
　
％
と
な
り
、
ま
た
地
域
間

格
差
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
残
る
未
舗
装
の
道
路

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
改

良
整
備
に
つ
い
て
も
計
画
的
に
進

め
ま
す
。
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◎道路舗装率の整備状況（各年度末）
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８７

８０
１１

安心して暮らせる
　　快適な住環境を目指して！

安心して暮らせる
　　快適な住環境を目指して！

安心して暮らせる
　　快適な住環境を目指して！
安心して暮らせる
　　快適な住環境を目指して！

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
住
環
境
を

目
指
し
て
、
生
活
基
盤
整
備
を
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
活
す
る
う
え
で
直
接
関
わ
り
の
あ
る

道
路
整
備
と
生
活
排
水
処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

着
々
と
進
む
生
活
基
盤
整
備

着
々
と
進
む
生
活
基
盤
整
備

着
々
と
進
む
生
活
基
盤
整
備

道
路
舗
装
率
は
約
　
％
！

８７

道
路
舗
装
率
は
約
　
％
！

８７
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小
田
下
町
に
建
設
中
の
「
オ
ア

シ
ス
ぴ
ゅ
あ
小
田
」
が
３
月
末
に

完
成
し
、
下
東
条
中
地
区
で
の
供

用
・
処
理
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
供
用
開
始
日
　
平
成
　
年
３
月

　
日

▼
供
用
開
始
す
る
区
域
　
曽
根
町
、

小
田
上
町
、
小
田
下
町
、
福
住
町
、

中
番
町
の
各
一
部

▼
期
間
　
３
月
　
日
　
か
ら
同
月

　
日
　（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は

除
く
）

▼
時
間
　
８
時
　
分
か
ら
　
時

▼
縦
覧
場
所
　
市
役
所
第
３
庁
舎

１
階
　
下
水
道
課

▼
新
し
く
供
用
開
始
す
る
区
域

垂
井
町
、
中
町
、
黒
川
町
、
久
茂

町
、
下
大
部
町
、
浄
谷
町
、
小
野

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
河
合
中
町
、
河

合
西
町
、
下
来
住
町
、
来
住
町
、

市
場
町
、
大
島
町
、
池
尻
町
、
二

葉
町
、
高
田
町
、
敷
地
町
、
王
子

町
、
広
渡
町
、
久
保
木
町
、
高
山

町
の
各
一
部

▼
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
　

　
１
０
０
４
）

◎生活排水処理の整備状況（各年度末）

◎生活排水処理の状況（平成１４年３月末）
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川
や
海
を
美
し
く
、
生
活
環
境

を
良
く
す
る
目
的
で
、
県
下
一
斉

に
「
生
活
排
水
　
％
大
作
戦
」
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
野
市
で
も
生
活
排
水
処
理
計

画
を
策
定
し
、
公
共
下
水
道
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
排
水
処
理
施
設

の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
平
成
　
年
３
月

末
で
、
市
内
全
人
口
の
　
％
の
方

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
小
野
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
３

つ
の
処
理
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

◎
公
共
下
水
道

　
市
街
化
区
域
・
市
街
化
調
整
区

域
内
の
汚
水
を
集
め
て
処
理
場
（
加

古
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
）
で
浄

化
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
整
備
面

積
１，
１
６
４
　
を
整
備
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
市
街
地
の
浸
水
対
策
と

し
て
、
雨
水
排
水
路
も
整
備
し
て

い
ま
す
。

お
知
ら
せ

　
平
成
　
年
３
月
　
日
、
公
共
下

水
道
の
供
用
区
域
が
広
が
り
ま
す
。

新
た
に
供
用
開
始
と
な
っ
た
区
域

の
家
屋
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
水

洗
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
下
水
道
管
の
布
設

さ
れ
た
宅
地
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
が
か
か
り

ま
す
。
該
当
の
方
に
は
、
３
月
末

に
申
告
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

◎
農
業
集
落
排
水

　
農
村
集
落
ご
と
に
処
理
場
を
設

置
し
汚
水
を
浄
化
し
ま
す
。
中
谷

池
田
、
船
木
、
長
尾
日
吉
の
３
地

区
の
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

◎
合
併
処
理
浄
化
槽

　
個
別
に
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
汚
水
を
処
理
し
ま
す
。

浄
化
槽
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い

る
区
域
の
う
ち
、
約
　
％
の
方
々

に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
区
域
内
で
浄
化
槽
設

置
工
事
を
行
わ
れ
る
方
に
対
し
、

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下

水
道
課
（
　
　
１
０
０
４
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３
月
末
に
完
成
す
る
「
オ
ア
シ
ス

ぴ
ゅ
あ
小
田
」（
小
田
下
町
）

方　式

公共下水道

農業集落排水

合併浄化槽

　　　　計

供 用

Ｈ２～

Ｈ１０～

Ｈ５～

３９，９００人（７９％）

３，１００人（　６％）

２，５００人（　５％）

４５，５００人（９０％）

整備人口（割合）

９９

１４９０

ｈａ

生
活
排
水
処
理
率
も
　
％
に
・
・
・

９０

生
活
排
水
処
理
率
も
　
％
に
・
・
・

９０

１４

３１

８５

３０

２９

１７

１５

○６３

○６３

１４

３１ 農
業
集
落
排
水

下
東
条
中
地
区
の
供
用
開
始

農
業
集
落
排
水

下
東
条
中
地
区
の
供
用
開
始

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域

お
よ
び
受
益
者
負
担
金
賦
課

対
象
区
域
図
面
の
縦
覧

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域

お
よ
び
受
益
者
負
担
金
賦
課

対
象
区
域
図
面
の
縦
覧

（金）

（金）

（
平
成
　
年
３
月
末
）

１４

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
進
む



　４月より毎週土曜日を休みとする「完全学校週５日制」
が、すべての公立幼稚園、小学校、中学校、養護学校、高
等学校で一斉に実施されます。子どもたちが「ゆとり」を
もって、何かに没頭できる「マイ・サタデー＆サンデー」
の始まりです。

　４月より毎週土曜日を休みとする「完全学校週５日制」
が、すべての公立幼稚園、小学校、中学校、養護学校、高
等学校で一斉に実施されます。子どもたちが「ゆとり」を
もって、何かに没頭できる「マイ・サタデー＆サンデー」
の始まりです。

○自分を見つめる「マイ・サタデー＆

サンデー」の時間がもてます。

○我を忘れ、時を忘れて「課題に没頭

　する時間」が増えます。

○家庭や地域社会など学校外に

　体験学習の場が広がります。

○自分の可能性や能力を高め

　新しい自分が発見できます。

○多くの人とふれあい、人間関係

　が豊かになります。

○「地域の子どもを地域で育てる

　運動」を実践しましょう。

　・あいさつ運動を展開しよう。
　・子どもの安全を確保しよう。
○地域での体験活動を通し、豊かな

　人間関係を育みましょう。

　・ふれあいの機会をもとう。
　・伝統文化を継承しよう。

○社会人として積極的に学校教育

を支援しましょう。

○「教育の原点は家庭である」

ことを自覚しましょう。

・子どもとの意思疎通を図ろう。
・基本的生活習慣を徹底しよう。

・家庭の役割を分担しよう。
・有害情報から子どもを守ろう。

○子どもの行動や意識の形成に「責任」を

　負いましょう。

○テストの点数では測れない物差しで

　子どもの才能を発見しましょう。

○授業が変わります。

　・「総合的な学習の時間」ができます。
　・基礎基本を徹底します。

　・少人数授業が行われます。
　・「生きる力」を培います。
○教育情報を発信し

　「開かれた学校」をめざします。

○体験活動を推進し

　「心の教育」を充実します。

学校が変わります子どもが輝きます

家庭が育てます地域社会が応援します

学校が変わります子どもが輝きます

家庭が育てます地域社会が応援します地域社会が応援します

学校が変わります子どもが輝きます

家庭が育てます

　問い合わせ　教育委員会学校教育課
（ 　　２４０９）○６３

「茶会まつり」から
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Ｑ４　学習塾通いが増加しませんか？
Ａ４　様々な活動や体験は、五感を育て、学習意欲や関心が高まり、望ましい人間形成
　　　を図るものですから、過度な塾通いにならないよう保護者や関係者の理解が必要
　　　です。
Ｑ５　子どもの才能を見つけ伸ばすには、何に気を配ればよいでしょうか？
Ａ５　子どものもつ能力を引き出すには、学校教育だけではなく、学校以外の場で様々
　　　な実体験をすることが大切です。
Ｑ６　子どもに様々な体験をさせたいのですが、どんな事業がありますか？
Ａ６　山登りやハイキング等の自然体験、図書館での読み聞かせやクリーンキャンペー
　　　ン等の社会体験のほか、サマースクールや親子インターネット体験等があります。

Ｑ１　「学力低下」の心配はありませんか？
Ａ１　教科の基礎基本をしっかり学んだ上で、総合的な学習では意欲的な活動によって
　　　思考力や判断力、豊かな表現力を身につけ、これまで以上に幅広い学力がつきま
　　　す。
Ｑ２　「生きる力」とは、どんな力のことですか？
Ａ２　これまでのように「知識の量」ととらえず、各教科等で学んだ基礎基本をベース
　　　として「自ら学び、自ら考えることのできる力」のことです。
Ｑ３　「ゆとり」とは、どんな時間と考えればいいのですか？
Ａ３　忙しい子どもたちにとって、豊かな生活体験や社会体験、自然体験の出会いを保
　　　障するための「最高のプレゼント」と言えます。

「家庭の教育力」が問われています

学校のキーワードは「生きる力」と「ゆとり」です

「ふれあい学習」から

◎「子育て」についての悩み相談は・・・

（小野東小学校調査）
◎「総合的な学習」の感想

「
総
合
的
な
学
習
」
か
ら

おのっ子悩み相談（市補導センター内）６２－４１１０

子育て学習センター（中央公民館内）６２－７０２０

障害児教育相談（小野養護学校） ６６－２５７１

思春期ホットダイヤル（小野市保健センター）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６３－３９７７

★進んでできましたか？（高まり度）

★よくわかりましたか？（理解度）

★楽しかったですか？（熱中度）

楽しかった（７５％）

楽しくなかった
（１％）

わからなかった
（３％）

進んでできなかった
（５％）

ふつう
（２４％）

ふつう
（３２％）

ふつう
（３９％）

よくわかった（６５％）

進んでできた（５６％）



　４月より毎週土曜日を休みとする「完全学校週５日制」
が、すべての公立幼稚園、小学校、中学校、養護学校、高
等学校で一斉に実施されます。子どもたちが「ゆとり」を
もって、何かに没頭できる「マイ・サタデー＆サンデー」
の始まりです。

　４月より毎週土曜日を休みとする「完全学校週５日制」
が、すべての公立幼稚園、小学校、中学校、養護学校、高
等学校で一斉に実施されます。子どもたちが「ゆとり」を
もって、何かに没頭できる「マイ・サタデー＆サンデー」
の始まりです。

○自分を見つめる「マイ・サタデー＆

サンデー」の時間がもてます。

○我を忘れ、時を忘れて「課題に没頭

　する時間」が増えます。

○家庭や地域社会など学校外に

　体験学習の場が広がります。

○自分の可能性や能力を高め

　新しい自分が発見できます。

○多くの人とふれあい、人間関係

　が豊かになります。

○「地域の子どもを地域で育てる

　運動」を実践しましょう。

　・あいさつ運動を展開しよう。
　・子どもの安全を確保しよう。
○地域での体験活動を通し、豊かな

　人間関係を育みましょう。

　・ふれあいの機会をもとう。
　・伝統文化を継承しよう。

○社会人として積極的に学校教育

を支援しましょう。

○「教育の原点は家庭である」

ことを自覚しましょう。

・子どもとの意思疎通を図ろう。
・基本的生活習慣を徹底しよう。

・家庭の役割を分担しよう。
・有害情報から子どもを守ろう。

○子どもの行動や意識の形成に「責任」を

　負いましょう。

○テストの点数では測れない物差しで

　子どもの才能を発見しましょう。

○授業が変わります。

　・「総合的な学習の時間」ができます。
　・基礎基本を徹底します。

　・少人数授業が行われます。
　・「生きる力」を培います。
○教育情報を発信し

　「開かれた学校」をめざします。

○体験活動を推進し

　「心の教育」を充実します。

学校が変わります子どもが輝きます

家庭が育てます地域社会が応援します

学校が変わります子どもが輝きます

家庭が育てます地域社会が応援します地域社会が応援します

学校が変わります子どもが輝きます

家庭が育てます

　問い合わせ　教育委員会学校教育課
（ 　　２４０９）○６３

「茶会まつり」から

５ 平成１４年　広報「おの」３月号

Ｑ１０　「スポーツクラブ２１」とは、どんなものですか？

Ａ１０　多世代・多種目で実施する「地域住民の地域住民による地域住民のためのスポー
　 　　ツクラブ」です。市内全ての小学校区にスポーツクラブを設立します。
Ｑ１１　「ハートフルコミュニティ２１」とは、どんなものですか？

Ａ１１　４月から、学校と社会教育施設が連携して「地域毎の子ども体験型プログラム」
　 　　を企画し、地域コミュニティの輪を広げようとする活動のことです。
Ｑ１２　ボランティア活動に参加したいのですが、どうすればよいでしょうか？

Ａ１２　社会福祉協議会や教育委員会生涯学習課にお尋ねください。また、学校では、地
　 　　域の方々の協力を得てボランティア人材バンクを設けています。

Ｑ７　「子ども放送局」とは、どんなものですか？

Ａ７　毎週土曜日、一流のスポーツ選手や科学者、技術者、ボランティアの指導者等が
　　　直接子どもたちに語りかける衛星通信番組です。市立図書館で放映しています。
Ｑ８　情報ボランティアが発行する「おねっと」とは、どんなものですか？

Ａ８　子どもたちが、週末等に利用できるイベントガイドのほか、子育てに必要な学習
　　　情報を掲載して年４回発刊しています。学校や社会教育施設にあります。
Ｑ９　「この指とまれ」って、どんな事業ですか？

Ａ９　市教委が、子ども体験学習の機会を提供する事業で、昨年は多くの子どもが「介
　　　助に挑戦しよう」「保育園を体験しよう」などのテーマに挑戦しました。

「地域の子どもを地域で育てよう」

「マイ・サタデー＆サンデー」の生活設計をしよう

「トライやる・ウィーク」から

◎土曜日は有意義でしたか？

◎トライやる・ウィーク実施後調査結果

（Ｈ１０文部省　全国意識調査）

〔１週間で生徒に変化がありましたか〕

（受入先：回答）

小学生

中学生

高校生

有意義である（楽しい） 有意義でない

とぢらでもない 不要

（％）

８９．０

４．６ ６．０ ０．４

７１．８ ９．９ ６．６１１．８

７３．９ １１．６６．５ ８．０

「
こ
の
指
と
ま
れ（
介
助
に
挑
戦
）」
か
ら

全く変わっていない
（０．３％）

変わっていない
（４．３％）

どちらでもない
（２３．１％）

変わった
（６２．０％）

大きく変わった
（１０．３％）
大きく変わった
（１０．３％）どちらでもない

（２３．１％）



　
播
磨
平
野
東
部
を
南
北
に
走
る

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
。
加
古
川
駅
か
ら

谷
川
駅
ま
で
、
東
播
磨
の
臨
海
部

と
内
陸
部
の
　
・
５
キ
ロ
を
結
び
、

通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
地
域

の
人
々
の
身
近
な
交
通
手
段
と
し

て
、
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の
利
便
性

や
快
適
性
を
高
め
る
た
め
の
電
化

工
事
が
、
い
よ
い
よ
平
成
　
年
３

月
２
日
に
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
県
や
沿
線
市
町
で
は
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
支
援
し
、
今
年
度

か
ら
４
年
間
を
か
け
て
、
全
線
の

電
化
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
電
化
に
よ
り
、
沿
線
に
お
け
る

騒
音
、
振
動
、
排
気
ガ
ス
を
軽
減

し
、
乗
り
心
地
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
行
き
違
い
施
設
や
集
中
制
御

装
置
の
整
備
な
ど
に
よ
り
所
要
時

間
が
短
縮
さ
れ
、
電
化
後
、
乗
客

数
が
大
幅
に
増
加
し
た
場
合
の
対

応
と
し
て
、
快
速
電
車
や
　
分
間

隔
で
の
電
車
運
行
も
可
能
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
比
べ

て
低
公
害
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
も

よ
く
な
り
、
環
境
負
荷
の
軽
減
も

期
待
で
き
ま
す
。

　
よ
り
快
適
で
便
利
に
な
る
Ｊ
Ｒ

加
古
川
線
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
併
せ

て
沿
線
各
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
に

も
取
り
組
み
、
地
域
の
更
な
る
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

募
金
の
お
願
い

　
電
化
事
業
費
約
　
億
円
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
兵
庫
県
、

沿
線
市
町
が
応
分
の
負
担
を
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一

部
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
募
金
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
、
各
地
域
に

お
い
て
、
募
金
を
募
る
た
め
の
民

間
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
野
市
域
に
お
い
て
も
、
平
成

　
年
７
月
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

力
を
併
せ
て
利
用
促
進
と
募
金
活

動
を
行
う
、
小
野
市
域
Ｊ
Ｒ
加
古

川
線
等
利
用
促
進
委
員
会
が
設
立

さ
れ
、
平
成
　
年
３
月
よ
り
、
皆

さ
ん
に
募
金
を
募
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
社
会

経
済
情
勢
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
電
化
事
業
に
対
す

る
募
金
活
動
に
、
ご
協
力
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

１４１５

１３

１４

４８

６０

６平成１４年　広報「おの」３月号

【
今
回
の
内
容
は
】

　
ゴ
ル
フ
場
で
の
花
見
や
ハ
イ
キ

ン
グ
（
約
５
　
）
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
野
点
（
お
茶
席
・
有
料

で
２
０
０
円
・
先
着
１
０
０
名
）

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
ど
う
い
う
目
的
で
、
今
回
は
実

施
さ
れ
る
の
で
す
か
】

　
普
段
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
方
々
に
も
ゴ
ル
フ
場

を
開
放
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
。

【
い
つ
開
催
さ
れ
ま
す
か
】

　
４
月
８
日
　
の
　
時
か
ら
　
時

ま
で
で
す
。

【
場
所
は
ど
こ
で
す
か
】

　
小
野
東
洋
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
日

吉
町
）
で
す
。

【
当
日
は
、
案
内
図
が
い
た
だ
け

ま
す
か
】

　
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
を
示
し

た
ゴ
ル
フ
場
の
略
図
を
配
布
し
ま

す
。

【
食
事
な
ど
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
か
】

　
弁
当
や
飲
み
物
の
販
売
は
、
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
飲
み
物
類
や
弁

当
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
、

持
ち
込
み
禁
止
で
す
。

【
参
加
す
る
上
で
、
特
に
気
を
つ

け
る
こ
と
は
何
か
あ
り
ま
す
か
】

　
履
物
は
、
必
ず
運
動
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
革
靴
等
で
は
、
入

場
で
き
ま
せ
ん
。

　
ゴ
ミ
類
は
、
ゴ
ミ
袋
を
持
参
の

う
え
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
参
加
で
き
る
対
象
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
】

　
ゴ
ル
フ
場
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
や

花
見
を
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る

方
は
、
ど
な
た
で
も
歓
迎
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
参
加
料
は
い
り
ま
す
か
】

　
参
加
料
は
無
料
で
す
。

【
駐
車
場
は
】

　
３
０
０
台
分
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
雨
の
時
は
ど
う
な
り
ま
す
か
】

　
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
で
す
。

順
延
は
し
ま
せ
ん
。

【
い
つ
、
こ
の
実
行
委
員
会
が
結

成
さ
れ
て
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な

事
業
を
し
て
き
ま
し
た
か
】

　
平
成
　
年
６
月
に
結
成
さ
れ
、

　
月
に
ハ
ー
ト
フ
ル
ゴ
ル
フ
デ
ー

と
　
月
に
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
詳
細
は
、
ど
こ
に
尋
ね
れ
ば
よ

い
の
で
す
か
】

　
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
内
・
　
　
１
０
１
３
）

ま
で
。

　
播
磨
平
野
東
部
を
南
北
に
走
る

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
。
加
古
川
駅
か
ら

谷
川
駅
ま
で
、
東
播
磨
の
臨
海
部

と
内
陸
部
の
　
・
５
キ
ロ
を
結
び
、

通
勤
や
通
学
、
買
い
物
な
ど
地
域

の
人
々
の
身
近
な
交
通
手
段
と
し

て
、
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の
利
便
性

や
快
適
性
を
高
め
る
た
め
の
電
化

工
事
が
、
い
よ
い
よ
平
成
　
年
３

月
２
日
に
着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
県
や
沿
線
市
町
で
は
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
支
援
し
、
今
年
度

か
ら
４
年
間
を
か
け
て
、
全
線
の

電
化
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
電
化
に
よ
り
、
沿
線
に
お
け
る

騒
音
、
振
動
、
排
気
ガ
ス
を
軽
減

し
、
乗
り
心
地
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
行
き
違
い
施
設
や
集
中
制
御

装
置
の
整
備
な
ど
に
よ
り
所
要
時

間
が
短
縮
さ
れ
、
電
化
後
、
乗
客

数
が
大
幅
に
増
加
し
た
場
合
の
対

応
と
し
て
、
快
速
電
車
や
　
分
間

隔
で
の
電
車
運
行
も
可
能
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
比
べ

て
低
公
害
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
も

よ
く
な
り
、
環
境
負
荷
の
軽
減
も

期
待
で
き
ま
す
。

　
よ
り
快
適
で
便
利
に
な
る
Ｊ
Ｒ

加
古
川
線
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
併
せ

て
沿
線
各
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
に

も
取
り
組
み
、
地
域
の
更
な
る
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

募
金
の
お
願
い

　
電
化
事
業
費
約
　
億
円
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
兵
庫
県
、

沿
線
市
町
が
応
分
の
負
担
を
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一

部
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
募
金
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
、
各
地
域
に

お
い
て
、
募
金
を
募
る
た
め
の
民

間
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
野
市
域
に
お
い
て
も
、
平
成

　
年
７
月
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

力
を
併
せ
て
利
用
促
進
と
募
金
活

動
を
行
う
、
小
野
市
域
Ｊ
Ｒ
加
古

川
線
等
利
用
促
進
委
員
会
が
設
立

さ
れ
、
平
成
　
年
３
月
よ
り
、
皆

さ
ん
に
募
金
を
募
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
社
会

経
済
情
勢
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
電
化
事
業
に
対
す

る
募
金
活
動
に
、
ご
協
力
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の

　
　
　
　
電
化
工
事
に
着
工

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の

　
　
　
　
電
化
工
事
に
着
工

１０

１０
１２

１３

１４１５

１３

１４

４８

６０

ｋｍ

１５

（月）

４
月
８
日
　
　
時
〜
　
時

小
野
東
洋
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　（
日
吉
町
）

１０

１５

（月）

４
月
８
日
　
　
時
〜
　
時

小
野
東
洋
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　（
日
吉
町
）

１０

１５

（月）

○６３

ハ
ー
ト
フ
ル
花
見
＆
ハ
ン
キ
ン
グ

ハ
ー
ト
フ
ル
花
見
＆
ハ
ン
キ
ン
グ

小
野
市
ゴ
ル
フ
場
施
設
市

民
利
用
事
業
実
行
委
員
会

が
主
催
し
て
い
ま
す
！

小
野
市
ゴ
ル
フ
場
施
設
市

民
利
用
事
業
実
行
委
員
会

が
主
催
し
て
い
ま
す
！
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小
野
市
国
際
交
流
協
会
語
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
り
、
小

野
市
へ
転
入
さ
れ
て
き
た
外
国
人

の
方
向
け
の
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
英
語
版
）
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　
外
国
人
登
録
・
急
病
・
ご
み
の

出
し
方
・
教
育
制
度
・
法
律
相
談
・

市
の
施
設
等
多
く
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
方
は
、
市
民
課
窓
口
か

国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
。

▼
区
画
面
積
　
１
５
４
　
か
ら

▼
分
譲
価
格
　
１，
４
５
０
万
円

か
ら

　
宅
地
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

小
野
市
黒
川
南
土
地
区
画
整
理
組

合
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
野
市
黒
川
南

土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
局
（
地

域
振
興
部
ま
ち
づ
く
り
課
内
・
　

　
１
８
８
４
）

　
小
野
市
大
島
町
で
進
め
て
い
ま

す
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の

宅
地
分
譲
を
開
始
し
ま
す（
先
着
順
）。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
保
留
地
の
購

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
小
野
市

大
島
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
日
　
３
月
　
日
か
ら
随
時

受
付
（
土
曜
、日
曜
、祝
日
を
除
く
）

▼
区
画
数
　
　
区
画

▼
区
画
面
積
　
１
６
５
　
か
ら

▼
分
譲
価
格
　
１，
１
３
５
万
円

か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
野
市
大
島
土

地
区
画
整
理
組
合
事
務
局
（
地
域

振
興
部
ま
ち
づ
く
り
課
内
・
　
　

１
８
８
４
）

　
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
社
会
を
理

解
す
る
た
め
、
多
く
の
国
の
人
々

や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
在
住
の
外
国
人

の
方
々
と
の
交
流
会
や
リ
ン
ゼ
イ

市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
事
業
を
開

催
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
外
国
語
を
話
せ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
話
せ
な
い
方
で
も
国
際
交
流

事
業
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
し

ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
１
年
間
の
登
録
制
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
限
　
３
月
末
日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
野
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
総
務
課
内
・
　

　
３
６
１
５
）

○６３

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

国
際
交
流

国
際
交
流

「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
発
刊

「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
発
刊

市
内
在
住
外
国
人
向
け

市
内
在
住
外
国
人
向
け

「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
発
刊

「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
発
刊

１１

５３

ｍ２ｍ２

○６３

○６３

宅
地
分
譲
を
開
始
し
ま
す

宅
地
分
譲
を
開
始
し
ま
す

大
島
土
地
区
画
整
理
区
域
内

く
ろ
か
わ
み
な
み
土
地
区
画
整
理
組
合

宅
地
分
譲
受
付
中
（
先
着
順
）

宅
地
分
譲
受
付
中
（
先
着
順
）

（位置図）（位置図）

文

文

文

文 文

文

小野南
中学校

小野
中学校

小野東
　小学校

浄谷町南

天神町

小野東幼稚園

小野
小学校

神戸電鉄
小野駅
神戸電鉄
小野駅

大島土地区画

小野保育所小野保育所

小野市民病院小野市民病院

大池
総合公園
大池
総合公園

市立図書館市立図書館

国
道
１
７
５
号

至
三
木

黒川南土地区画

ＪＡ
ＧＳ
ＪＡ
ＧＳ

発
刊
さ
れ
た

「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

第
２
回
ふ
れ
あ
い
会
で
「
も
ち
つ
き
」

を
楽
し
み
ま
し
た

く
ろ
か
わ
み
な
み
土
地
区
画
分
譲
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
黒
川
町
）



　
第
　
回
姉
妹
都
市
親
善
大
使
訪

問
使
節
団
員
が
決
定
し
、
今
月
　

日
に
出
発
し
ま
す
。

　
訪
問
使
節
団
は
、
新
部
町
の
前

田
理
恵
さ
ん
を
団
長
と
し
、
総
勢

９
名
で
、
日
程
は
３
月
　
日
か
ら

４
月
５
日
ま
で
の
　
日
間
、
う
ち

６
日
間
を
リ
ン
ゼ
イ
市
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
ま
す
。

　
両
市
の
友
好
が
さ
ら
に
深
ま
り
、

今
後
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

国
際
交
流
事
業
に
参
加
く
だ
さ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で

　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。

　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　

ふれあいひろばふれあいひろばふれあいひろば

　
市
で
は
、
２
月
　
日
か
ら
　
日

の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
第
　
回

「
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
再
発
見
、

花
と
緑
の
写
真
＆
絵
画
展
」
を
伝

統
産
業
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
展
で
は
、
小
野
市
の
花
、
緑
、

生
き
物
な
ど
、
ま
た
自
然
と
調
和

し
た
四
季
お
り
お
り
の
風
景
や
、

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
的

な
祭
や
風
俗
を
テ
ー
マ
に
、
ア
マ

チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
し
た

写
真
１
５
２
点
と
、
市
内
の
小
学

生
や
養
護
学
校
生
が
写
生
し
た
絵

画
２
５
８
点
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に

展
示
し
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
小

野
市
の
良
さ
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
盛
況
の
内
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
主
な
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
写
真
の
部
》

最
優
秀
賞

　
佐
藤
　
文
彦
（
天
神
町
）

優

秀

賞

　
小
笠
原
利
文
（
社
町
）

　
田
中
　
惣
吉
（
天
神
町
）

　
大
戸
　
正
和
（
三
田
市
）

《
絵
画
の
部
》

金
　
　
賞

　
渡
邉
　
有
紗
（
下
東
条
小
１
年
）

　
木
村
　
祐
輔
（
下
東
条
小
２
年
）

　
山
森
　
貞
伸
（
下
東
条
小
３
年
）

　
藤
井
　
孝
允
（
来
住
小
４
年
）

　
陰
山
く
る
み
（
河
合
小
５
年
）

　
多
賀
　
新
　
（
小
野
小
６
年
）

　
藤
田
　
博
史
（
小
野
養
護
学
校

　
　
　
　
　
　
　
中
学
部
１
年
）

写真の部　最優秀賞作品

前
回
の
親
善
訪
問
か
ら

花
と
緑
の
写
真
＆
絵
画
展
開
催

第
　
回
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
再
発
見

１２
花
と
緑
の
写
真
＆
絵
画
展
開
催

第
　
回
わ
が
ま
ち
ふ
る
さ
と
再
発
見

１２

祀右

１５

１０

２７

２７

２２

２４１２

リ
ン
ゼ
イ
市
へ
出
発
！

リ
ン
ゼ
イ
市
へ
出
発
！

リ
ン
ゼ
イ
市
へ
出
発
！

姉
妹
都
市
姉
妹
都
市

第
　
回
姉
妹
都
市
親
善
訪
問
使
節
団

１５
第
　
回
姉
妹
都
市
親
善
訪
問
使
節
団

１５

岡 村 　 都さん
（育ヶ丘町・中２）

坪井明日香さん
（下来住町・中２）

山 本 裕 也さん
（久保木町・中２）

大 塚 遊 歩さん
（粟生町・中３）

藤 原 崇 裕さん
（古川町・高１）

小林祥太朗さん
（高田町・高１）

前 田 理 恵さん
（新部町・高２）

団長

國 井 千 秋さん
（樫山町）

加 島 　 正さん
（樫山町）
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このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で

　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。

　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　

ふれあいひろばふれあいひろばふれあいひろば

　何にでも興味を持つ紀香
ちゃん。最近はお父さんの
携帯電話がお気に入りです。
素直で明るい女の子になっ
てね。

（母　百合さん）

　 稲岡　紀香ちゃん
おかいな かのり

わが家の　アイドル

「わが家の　アイドル」の募集について平成１４年度

（黍田町・１歳２ヶ月）

　トコトコ歩くの、パクパ
ク食べるの大好き永遠くん。
ずっと、ずっと、ママとラ
ブラブ　でいようね。

（母　美栄さん）

ひらまつ と わ

（神明町・１歳３ヶ月）

　食いしんぼうで、やんち
ゃ娘の桂！お姉ちゃんに負
けないように、元気に明る
く育ってね

（母　千穂美さん）

　 飯田　　桂ちゃん
いい だ けい

（王子町・１歳３ヶ月）

　 藤原　　稜ちゃん
ふじわら りょう

（天神町・１歳３ヶ月）

６７５ １３８０５０
円

小
野
市
王
子
町
８０６
―
１

小
野
市
役
所
内

広
報
ク
イ
ズ
係

今月の広報「小野」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。

○ 今年の４月から「完全学校週○日制」がスタートします。

○ 市では、市内在住外国人向けの「○○ガイドブック」を発刊しました。

◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、

　今月号で興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送って

　ください。

　正解者の中から抽選で１０名様に粗品をさし上げます。

◆締 切 日　３月２２日（金）（当日消印有効）

２

１

先月広報クイズの答え　○税　○そろばん　でした。たくさんのご応募ありがとうございました。２１

　 平松　永遠ちゃん

　歌が大好きで、毎日体を
揺すって可愛いダンスを見
せてくれる稜。元気で明る
い男の子に育ってね（＊^ Ｏ^ ＊）

　　　（母　佳代さん）

多数のご応募ありがとうございました。
抽選の結果は個人あてに通知し、４月号から紹介する
予定です。

　子育ての悩みや、喜びを話し合いながら、
子育ての輪を広げたいお母さん、共に「親
育ち」「子育ち」をしていきましょう。
　子育て学習センターでは、１４年度子育
てグループ親子を募集します。説明会申
し込みは、次のとおりです。
　日時　４月９日（火） １０時から１１時３０分
　場所　市民会館小ホール
　対象　１歳半から就園前までの子と親
　定員　４５名
　持ち物　筆記用具、保険料（１人４５０円）
　申し込み方法　官製はがきまたはＦＡＸ
で、住所・氏名（母親・子ども）年齢・
電話番号を書いて申し込んでください。
　申し込み多数の場合、説明会会場で抽
選とします。
　申し込み期限　４月３日（水）
　申し込み・問い合わせ　小野市教育委
員会・生涯学習課・子育て学習センター
（　＆ＦＡＸ　７０２０）まで。

子育て学習センター

○６２
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　浄谷町浄土寺裏山には、四国八十八カ所を
模した石祠（いしぼこら）があり、一周約３０
分程度で散策できます。
　この石祠は江戸時代後期につくられたもので、
で、大部荘・垂井荘を中心とした小野市内の
近世村および三木市、加東郡からの施主・願
主の名前が刻まれています。
　浄土寺裏山に案内看板を設置しましたので、
一度散策されてはいかがでしょうか。

新たに設置した案内看板

このページは、まちの特派員から寄せられた
情報を掲載するコーナーです。まちの小さな
話題、大きな話題にかかわらず「まちの身近
な話題」などを紹介します。

▲（写真）
下段左から中田晃裕さん、井上交平さん、小堀慎介さん、
上段左から高井監督、富永真仁さん、　掘井達也さん、
追風真之さん（三木市加佐・三木高グランド）

　お隣りの三木市加佐にある県立三木高等学校
野球部が、第７４回選抜高校野球大会（３月２５日
から１１日間・甲子園球場）に出場することが決
まり、小野市からも監督と６人の選手が出場し
ます。
　出場するのは、チームを率いる監督の高井信
之さん（垂井町）、井上交平さん（小野南中出身）、
中田晃裕さん（旭丘中出身）、追風真之さん（小
野南中出身）、掘井達也さん（小野中出身）、富
永真仁さん（小野南中出身）、小堀慎介さん（河
合中出身）の７人です。
　同校野球部は、兵庫県秋季大会で初の決勝進
出を果たし、準優勝。近畿大会ではベスト８の
好成績を収め、創部５２年で春夏通じて初の甲子
園出場で、北播勢として初の快挙となったもの
です。
　市民の皆さんも、ぜひ、当市出身の監督と６
人の選手を含む同校野球部にご声援をお願いし
ます。
　頑張れ！　三木高野球部！

国宝浄土寺（浄谷町）裏山の
ミニ四国八十八カ所
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ま
ず
、
関
心
内
容
（
グ
ラ
フ
　
）

で
は
大
き
く
変
化
が
見
ら
れ
ま
し

た
。「
感
染
の
仕
方
」が
減
少
し
、「
感

染
の
予
防
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
感
染
経
路
の
理
解
が
進
み
、

予
防
に
対
し
て
の
関
心
が
高
ま
っ

た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
無
関
心
の
理
由
（
グ
ラ
フ

　
※
今
回
の
み
調
査
）
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
「
身
近
に
感
じ
ら
れ

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
次

に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

患
者
に
対
し
て
気
に
な
る
こ
と
（
グ

ラ
フ
　
）
で
す
が
、「
感
染
者
・

患
者
へ
の
接
し
方
」
が
大
き
く
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
エ
イ
ズ
に
つ

い
て
の
確
か
な
知
識
を
持
ち
得
ず
、

戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
姿
や
身
近
な

問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
様
子

が
見
え
て
き
ま
す
。
今
後
、
エ
イ

ズ
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
ど
ん

な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る

か
（
記
述
で
お
答
え
い
た
だ
き
ま

し
た
）
で
は
、
そ
の
回
答
の
ほ
と

ん
ど
が
「
講
演
会
・
学
習
会
の
実

施
が
必
要
」
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
講
演
会

の
参
加
経
験
を
お
持
ち
の
方
（
グ

ラ
フ
　
）
は
、
前
回
よ
り
増
加
し

た
も
の
の
低
い
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。
参
加
経
験
の
内
容
を

み
て
も
ほ
と
ん
ど
が
、
エ
イ
ズ
セ

ミ
ナ
ー
・
研
究
発
表
大
会
・
各
学

校
で
実
施
さ
れ
た
講
演
会
の
参
加

経
験
で
し
た
。
職
場
や
地
域
な
ど

学
校
外
で
の
経
験
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
よ
う
で
す
。

　
最
後
に
、
話
題
度
（
グ
ラ
フ
　
）

で
す
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
ポ
イ
ン

ト
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
ま
だ

ま
だ
低
い
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
、

推
進
校
の
「
話
題
度
」（
グ
ラ
フ

　
）
に
つ
い
て
は
、
他
の
地
域
に

比
べ
高
い
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
お

り
、
学
校
教
育
の
担
う
役
割
の
大

き
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
話
題
に

な
る
こ
と
が
多
い
と
、
エ
イ
ズ
に

関
す
る
知
識
や
、
認
識
も
深
く
な

っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
エ

イ
ズ
問
題
に
つ
い
て
は
、
性
と
深

く
関
係
が
あ
り
、
な
か
な
か
オ
ー

プ
ン
に
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
患
者
が
、
特
に
ア
ジ
ア
で

は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
こ
の

日
本
で
も
若
者
の
性
意
識
の
変
化

に
伴
っ
て
急
激
な
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
病
気
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
性
の
問
題
や
人
の
在
り

方
と
深
く
関
わ
り
を
も
つ
こ
の
病

気
と
真
剣
に
向
き
合
う
こ
と
が
今

こ
そ
必
要
な
の
で
す
。

　
未
来
と
愛
す
る
人
を
守
る
た
め

に
・
・
・
。

　
３
年
間
、
本
事
業
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
小
野
市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）

　
　
　
　
　
推
進
・
実
行
委
員
会

★グラフ　－エイズ話題度（２）

★グラフ　－エイズ話題度（１）

★グラフ　－エイズ講演会参加の有無

★グラフ　－ＨＩＶ感染者・ＡＩＤＳ患者に対して気になること

★グラフ　－エイズ無関心理由（Ｈ１３）　

★グラフ　－エイズ関心内容
（％）

（％）

（％）

○１

○２

○３

○４

○５

○１

○２

○３

○４

○５

○６

○６

研
究
指
定
期
間
終
わ
る
！　
成
果
と
課
題

研
究
指
定
期
間
終
わ
る
！　
成
果
と
課
題

小
野
市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）
推
進
地
域
事
業

　
　
　
　
　
　
〜
文
部
科
学
省
指
定
（
平
成
　
〜
　
年
度
）

小
野
市
エ
イ
ズ
教
育
（
性
教
育
）
推
進
地
域
事
業

　
　
　
　
　
　
〜
文
部
科
学
省
指
定
（
平
成
　
〜
　
年
度
）

１１

１３

１１

１３

エイズの基本　○１２

　
エ
イ
ズ
の
基
本
も
　
回
目
を
迎
え
い
よ
い
よ
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

長
く
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
昨
年
　

月
に
実
施
し
ま
し
た
「
エ
イ
ズ
に
対
す
る
意
識
調
査
」
の
結
果
を
も
と

に
事
業
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

１２

１２

８０�

７０�

６０�

５０�

４０�

３０�

２０�

１０�

０

７０
５７

５６
４６

４３
４４

５１

３０

５ ７

×

×

×

＊

＊

＊

どんな病気か

Ｈ１２ Ｈ１３

感染の仕方

社会的問題 その他

感染の予防

９０�
８０�
７０�
６０�
５０�
４０�
３０�
２０�
１０�
０

×

× ×

＊

＊ ＊

感染の心配

Ｈ１２ Ｈ１３

接し方

その他 特に気にならない

感染原因

１

８
３０

４０

４４

８３

５０
４０

５
２

Ｈ１２

Ｈ１３

ある（あった）

ほとんどない（なかった）

無回答

少しある（あった）

ない（なかった）

８ ２８

１０

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２９ ３３ ２８

３３ ２９ ２

０

推進校以外

推進校

ある（あった）

ほとんどない（なかった）

少しある（あった）

ない（なかった）

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

６ ２７

２６ ３７ ２４ １３

３５ ３２

Ｈ１２

Ｈ１３

ある　　ない　　無回答

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

９４５ １

０８７１３

１００�
８０�
６０�
４０�
２０�
０

１７

９４

７

４２

４

情
報
量
が
少
な
い

身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い

病
気
を
知
ら
な
い

病
気
の
人
を
知
ら
な
い

そ
の
他



○
知
的
障
害
者
更
生
施
設

　
　
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
が
入

所
（
通
所
）
し
て
更
生
に
必
要
な

指
導
お
よ
び
訓
練
を
受
け
ま
す
。

○
知
的
障
害
者
授
産
施
設

　
　
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
で
雇

用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
人
が
自

活
に
必
要
な
訓
練
を
受
け
る
と
と

も
に
職
業
を
与
え
て
自
活
で
き
る

よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

○
知
的
障
害
者
通
勤
療

　
就
労
し
て
い
る
知
的
障
害
者
が

職
場
に
通
勤
し
な
が
ら
一
定
期
間

入
所
し
、
独
立
自
活
に
必
要
な
指

導
を
受
け
ま
す
。

○
知
的
障
害
者

　
　
自
立
生
活
訓
練
ホ
ー
ム

　
在
宅
の
知
的
障
害
者
を
対
象
と

し
て
、
一
定
期
間
保
護
者
か
ら
独

立
さ
せ
、
宿
泊
に
よ
る
生
活
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

○
知
的
障
害
者

　
　
　
　
小
規
模
作
業
所

　
主
と
し
て
知
的
障
害
に
よ
り
義

務
教
育
終
了
後
直
ち
に
社
会
自
立

が
困
難
な
在
宅
知
的
障
害
者
が
、

通
所
可
能
な
場
所
に
お
い
て
障
害

の
程
度
に
応
じ
た
日
常
生
活
に
必

要
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

※
申
請
手
続
き
、
相
談
に
つ
い
て

は
福
祉
事
務
所
ま
で
。（
　
　
１

６
４
５
）

　
次
回
は
、
知
的
障
害
児
の
関
連

施
設
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１２平成１４年　広報「おの」３月号

　「
ペ
イ
オ
フ
」
と
は
金
融
機
関

が
破
た
ん
し
た
場
合
、
預
金
保
険

制
度
に
よ
る
現
金
払
い
戻
し
保
証

額
を
、
元
本
１，
０
０
０
万
円
ま

で
と
す
る
措
置
で
す
。

　
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ

が
段
階
的
に
解
禁
と
な
り
ま
す
。

問
　
銀
行
が
破
た
ん
し
た
場
合
、

預
金
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
？

答
　
日
本
国
内
に
本
店
の
あ
る
預

金
取
り
扱
い
金
融
機
関
は
す
べ
て
、

預
金
保
険
制
度
の
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
の
で
保
護
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

問
　
す
べ
て
の
預
金
が
保
護
の
対

象
で
す
か
？

答
　
普
通
預
金
や
定
期
預
金
等
の

よ
う
に
一
般
的
に
利
用
さ
れ
る
預

金
が
対
象
で
、
外
貨
預
金
、
元
本

補
て
ん
契
約
の
な
い
金
銭
信
託
な

ど
は
対
象
外
で
す
。

問
　
預
金
の
全
額
が
保
護
さ
れ
る

の
で
す
か
？

答
　
３
月
末
ま
で
は
す
べ
て
の
預

金
等
が
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
が
、

４
月
以
降
は
段
階
的
に
「
１
金
融

機
関
に
つ
き
、
１
預
金
者
あ
た
り

元
本
１，
０
０
０
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
」
と
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
は
金
融
機
関
が
破
た
ん

し
て
も
預
金
は
全
額
保
護
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分

の
財
産
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
金
融
商
品
の
保
護
に
関

す
る
仕
組
み
は
変
わ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
最
新
の
正
し
い
情
報

を
求
め
て
判
断
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相
談
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
毎
週
水
曜
日
に
専
門

の
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環

境
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
市
内
　
保

育
所
（
園
）
で
は
一
時
的
に
子
ど

も
さ
ん
を
預
か
る
一
時
保
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
の

は
次
の
　
　
　
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
で
す
。

　
勤
務
形
態
等
に
よ
り
週
３
日
程

度
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と
な
る

場
合
。

　
傷
病
・
入
院
・
冠
婚
葬
祭
等
に

よ
り
緊
急
・
一
時
的
に
家
庭
で
の

保
育
が
困
難
と
な
る
場
合
。

　
育
児
疲
れ
解
消
等
私
的
な
理
由

に
よ
り
一
時
的
に
保
育
が
必
要
と

な
る
場
合
。

　
申
し
込
み
・
詳
細
等
に
つ
い
て

は
、
各
保
育
所
（
園
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１８１８

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

くら
しのそ

うだん 箱
○５

〜
知
的
障
害
者
　
へ
の
福
祉
〜

（児）

　
療
育
手
帳
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
福
祉
制
度
に
つ
い
て

今
回
は
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
知
的
障
害
者
の
施
設

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○６３

お
知
ら
せ一

時
保
育
に
つ
い
て

一
時
保
育
に
つ
い
て

○１

○１

○２

○２○３

○３

１４
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小
野
市
で
は
、
農
地
の
有
効
利

用
（
休
耕
田
の
解
消
等
）
や
作
業

の
効
率
化
を
図
る
目
的
で
農
用
地

の
利
用
関
係
を
調
整
す
る
「
利
用

権
設
定
等
促
進
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
利
用
し

て
農
用
地
の
貸
借
・
売
買
の
手
続

き
を
行
う
と
、
出
し
手
・
受
け
手

は
契
約
書
の
作
成
や
農
地
法
の
許

可
が
不
要
に
な
る
等
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
」
に
基
づ
き

手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
受
け
手
は
耕
作
を
行
い
、
出

し
手
も
農
地
を
貸
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　
農
用
地
の
貸
借
・
所
有
権
移
転

に
関
す
る
悩
み
、
質
問
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ま
ず
最
寄
の
農
業
委
員

さ
ん
や
地
元
集
落
の
農
会
長
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地
域
振
興

部
農
政
課
（
　
　
１
９
２
８
）、

ま
た
は
農
業
委
員
会
（
　
　
２
２

６
６
）
ま
で
。

　
来
る
３
月
　
日
　
、
市
内
全
域

に
お
い
て
、
市
連
合
区
長
会
お
よ

び
市
保
健
衛
生
推
進
協
議
会
の
主

催
、
市
の
協
力
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
１
世
帯
１
人

以
上
が
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
始
ま
り
は
、
小
野
加
東
青
年
会

議
所
の
呼
び
か
け
の
も
と
に
ス
タ

ー
ト
し
、
市
民
の
”わ
が
ま
ち
お

の
“
を
美
し
く
し
よ
う
。
と
い
う

趣
旨
が
今
日
ま
で
引
き
継
が
れ
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
は
、
空
き
缶
約
６
ト
ン
の
ほ

か
ビ
ン
類
お
よ
び
可
燃
ご
み
が
た

く
さ
ん
収
集
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

も
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
市
内
全

域
に
美
し
い
”わ
が
ま
ち
お
の
“
が

取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
市
内
の
自
治
会
で
は
、
こ
の
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同
し
、

年
間
２
回
・
３
回
と
地
域
内
で
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
個
人
的
に
あ
る
い
は
グ
ル

ー
プ
で
、
場
所
を
決
め
て
毎
日
ま

た
は
休
日
毎
に
実
施
さ
れ
て
い
る

方
も
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
自
分
た
ち
の

手
で
「
美
」
を
取
り
戻
し
た
小
野

市
を
守
る
た
め
、「
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
・
不
法
投
棄
」
を
許
さ
な
い
、

そ
し
て
、
手
の
届
く
と
こ
ろ
の
美

化
に
進
ん
で
実
践
す
る
人
の
輪
を
、

家
庭
内
・
近
隣
・
地
域
内
か
ら
全

市
域
へ
と
拡
げ
ま
し
ょ
う
。

農
業  

〜
　
世
紀
を
む
か
え
て
〜  

　○２８

農
地
流
動
化
の
す
す
め

農
地
流
動
化
の
す
す
め

農
地
流
動
化
の
す
す
め

〜
利
用
権
設
定
等
の
促
進
〜

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ク
リ
ー
ン
作
戦
お
の
　○１０

　
「
農
用
地
の
管
理
が
で
き
な
い
」
「
後
継
者
が
い
な
い
」
な
ど
農
地

を
預
け
た
い
方
、
ま
た
、
「
農
地
の
拡
大
や
集
団
化
を
し
た
い
」
な
ど

農
地
を
請
け
負
い
た
い
方
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

始
ま
り
は
市
民
主
導
か
ら

積
極
的
な
美
化
行
動
を

蘇
る
美
し
い
ま
ち
小
野

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

　
１
世
帯
１
人
以
上
の
参
加
を
！

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

　
１
世
帯
１
人
以
上
の
参
加
を
！

２１

○６３

○６３

（別表）利用権設定等促進事業の流れ

期
限
が
く
れ
ば
返
還

　
　
　
（
期
間
終
了
）

貸
借
や
売
買
が
成
立

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
公
告

農
業
委
員
会
の
決
定

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
作
成
（
農
業
委
員
会
に
提
出
）

継
続
し
て
貸
し
た
い

　
　
　
　
（
再
設
定
）

仲介・相談役

農業委員

土地改良区

各町農会長

農業協同組合

など

話し合い

出し手

受け手

貸したい

売りたい

借りたい

買いたい

１７

（日）



身分を証明できるもの（運転免許書等）、
印鑑、被保険者証（追加記入のとき）
健保の資格喪失証明書または離職票、
追記のときは被保険者証、印鑑
健保の資格喪失証明書、追記の
ときは被保険者証、印鑑

被保険者証、印鑑

生活保護廃止決定通知、印鑑

被保険者証、印鑑

被保険者証、加入した健保の被保
険者証または資格証明書、印鑑�

被保険者証、印鑑

生活保護開始決定通知、被保険
者証、印鑑

被保険者証、年金証書、印鑑

被保険者証、印鑑

身分を証明できるもの（運転免
許証等）、印鑑、被保険者証
被保険者証、就学のときは在学
証明書、印鑑

必 要 な も のこ ん な と き

加

入

す

る

と

き

や

め

る

と

き

変
更

被保険者証をなくしたり、破ったり
汚したとき
遠隔地でくらす家族のための被保険
者証が必要なとき

転入したとき

勤務先の健康保険をやめたとき

任意継続の期間が満了したとき

子供が生まれたとは

生活保護を受けなくなったとき

転出されるとき

勤務先の健康保険に加入したとき

死亡したとき

生活保護を受けることになった
とき

退職者医療制度に該当したとき

住所、世帯主、氏名、続柄が変
わったとき

◎次のようなことがありましたら、
　　世帯主の方は、必ず１４日以内に届け出を！

◎
国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
と
は

　
健
康
で
明
る
い
暮
ら
し
は
、
み

ん
な
の
願
い
で
す
が
、
病
気
や
ケ

ガ
は
予
測
し
な
い
と
き
に
起
き
る

も
の
で
す
。

　
こ
ん
な
と
き
、
頼
り
に
な
る
の

が
国
民
健
康
保
険
。
経
済
的
に
心

配
す
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
加
入
者
が
日
頃
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
収
入
に
応
じ
て
保
険
税
を

出
し
合
い
、
お
互
い
助
け
合
っ
て

い
こ
う
と
い
う
の
が
国
保
で
す
。

　
国
保
は
、
あ
な
た
と
家
族
の
大

切
な
医
療
保
険
制
度
で
す
。

◎
国
保
に
加
入
す
る
人

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険

・
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て

い
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
、
ま
た

は
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を

除
い
て
、
小
野
市
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
す
べ
て
国
保
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
国
保
に
加
入
す
る
人
は
、
こ
ん

な
人
で
す
】

　
・
お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る

　
　
自
営
業
の
人
や
、
農
業
を
営

　
　
ん
で
い
る
人

　
・
退
職
し
、
職
場
の
健
康
保
険

　
　
な
ど
を
や
め
た
人

　
・
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

　
　
で
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

　
　
に
加
入
し
て
い
な
い
人

◎
加
入
は
世
帯
ご
と
に

　
国
保
へ
の
加
入
は
、
世
帯
ご
と

に
世
帯
主
が
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

被
保
険
者
証
は
一
世
帯
に
１
枚
交

付
さ
れ
ま
す
。

◎
届
出
は
お
早
め
に

　
国
保
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、

以
前
加
入
し
て
い
た
保
険
が
切
れ

た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
保

険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
国
保
の
資
格
が
な
く

な
っ
て
い
る
の
に
届
出
が
遅
れ
、

診
察
を
受
け
る
と
き
に
国
保
の
被

保
険
者
証
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費
は

後
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
民
課
保

険
医
療
係
ま
で
。（
　
　
１
４
６

９
）

【
業
務
内
容
】

　
住
民
票
の
交
付

　
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付
（
全
部
事

　
項
証
明
書
、
個
人
事
項
証
明
書
）

　
印
鑑
登
録
お
よ
び
印
鑑
証
明
書

　
の
交
付

【
業
務
時
間
】

　
８
時
　
分
か
ら
　
時
ま
で

※
１
転
入
転
出
な
ど
、
市
民
の
異

　
　
動
届
に
関
す
る
業
務
は
、
他

　
　
市
町
村
と
の
業
務
の
関
連
も

　
　
あ
る
た
め
、
行
っ
て
い
ま
せ

　
　
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
２
死
亡
届
等
戸
籍
の
届
出
は
管

　
　
理
人
室
（
本
庁
１
階
）
で
行

　
　
っ
て
い
ま
す
。

◎
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
転
入

　
転
出
等
住
民
異
動
の
増
加
に
よ
り
、

　
窓
口
が
混
み
合
う
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

コックン＆健チャン

健チャンは
健康だから
　　　の巻

健
チ
ャ
ン
！

保
険
税
は

国
民
健
康
保
険
を

支
え
る
大
切
な

財
源
な
ん
だ
よ
。

だ
っ
て
、

あ
ん
ま
り

医
療
機
関
に
は

か
か
っ
た

こ
と
が
な
い
の
に
！

国
民
健
康
保
険
税
は
、

健
康
な
と
き
か
ら

加
入
者
み
ん
な
で

保
険
税
を
出
し
合
い
、

必
要
な
と
き
に
、

安
心
し
て

診
療
が
受
け
ら
れ
る

制
度
な
ん
だ
よ
！

保
険
税
を
納
め
る
こ
と
は

加
入
者
の

義
務
と

考
え
な
く
っ
チ
ャ
！

そ
う

言
わ
れ
る
と

そ
う
だ
ネ

期
日
ま
で
に

忘
れ
ず
に
保
険
税
を

納
め
る
よ
！

コ
ッ
ク
ン

ぼ
く
、

と
っ
て
も

元
気

だ
け
ど

国
民
健
康

保
険
税
を

納
め
な
い
と

い
け
な
い
の
？

暮
ら
し
の
情
報

市
役
所
の
代
表
電
話
番
号
は
　
１
０
０
０
で
す
。

ま
た
、
直
接
、
目
的
の
部
課
、
担
当
へ
電
話
を
か
け
て

い
た
だ
く
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○６３

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
届

１４平成１４年　広報「おの」３月号

お

知

ら

せ

土
曜
日
の
市
民
課
窓
口
業
務

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

○６３

ご

利

用

く

だ

さ

い

○１○２○３

３０

１２



１５ 平成１４年　広報「おの」３月号

　
保
険
料
の
納
付
先
が
国
へ
変
わ

　
り
ま
す

　
３
号
被
保
険
者
の
届
出
先
が
配

　
偶
者
の
勤
め
先
の
事
業
所
へ
変

　
わ
り
ま
す

　
　
に
つ
い
て
は
前
月
ま
で
に
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

　
年
金
に
関
す
る
相
談
・
届
出
・

　
年
金
受
給
の
請
求
先
が
一
部
変

　
わ
り
ま
す

　
４
月
分
の
保
険
料
か
ら
国
が
徴

収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収
納
記
録

の
管
理
を
国
（
社
会
保
険
庁
）
が

行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
厚
生
年

金
や
国
民
年
金
の
受
給
に
関
す
る

個
々
の
具
体
的
な
相
談
は
社
会
保

険
事
務
所
が
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
届
出
、
年
金
受
給
の
請

求
先
が
一
部
別
表
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
半
額

免
除
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
す

　
平
成
　
年
度
保
険
料
か
ら
新
た

に
半
額
免
除
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
月
額
１
３，
３
０

０
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
方
に
対
し
て
、
そ
の
半
額

の
６，
６
５
０
円
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金

受
給
権
確
保
に
必
要
な
期
間
を
容

易
に
す
る
と
と
も
に
半
額
納
付
月

数
の
３
分
の
２
の
期
間
が
年
金
額

に
算
入
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
制
度
に
該
当
す

る
の
は
満
　
歳
ま
で
の
被
保
険
者

で
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の

い
ず
れ
も
が
『
政
令
で
定
め
る
額
』

以
下
の
所
得
で
あ
る
こ
と
が
要
件

で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課

年
金
係
（
　
　
１
４
６
９
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
、
春
先
の
出
火
防
止
。

２
、
住
宅
の
防
火
安
全
度
を
高
め
る
。

３
、
地
域
の
防
火
安
全
度
を
高
め
る
。

４
、
職
場
の
防
火
安
全
度
を
高
め
る
。

５
、
林
野
火
災
を
防
止
す
る
。

６
、
車
両
火
災
を
防
止
す
る
。

　
平
成
　
年
１
月
の
火
災
の
出
火

原
因
は
、
休
耕
田
の
枯
草
焼
却
中

に
延
焼
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

春
先
に
か
け
て
、
空
気
が
乾
燥
し

て
火
災
が
発
生
し
や
す
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
ひ
と
た
び
火
災
と
な
れ

ば
強
風
に
あ
お
ら
れ
大
火
災
と
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
出
火
原
因
の
ひ
と
つ
と

な
る
枯
草
・
ゴ
ミ
焼
却
等
で
の
注

意
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
★
消
火
準
備
が
整
っ
て
か
ら
火

　
を
点
け
ま
し
ょ
う
。

　
★
同
時
に
何
ヶ
所
も
火
を
点
け

　
ず
、
点
け
る
と
き
は
、
風
下
か

　
ら
火
を
点
け
ま
し
ょ
う
。

　
★
風
の
強
い
日
は
中
止
し
ま
し

　
ょ
う
。

　
★
山
の
近
く
、
建
物
の
近
く
は

　
事
前
に
枯
草
を
刈
り
取
り
、
散

　
水
を
行
っ
て
延
焼
防
止
措
置
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
★
延
焼
の
危
険
の
あ
る
と
こ
ろ

　
は
、
無
理
に
枯
草
焼
き
を
し
な

　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

（別表）

１号資格の届出

３後資格の届出

保険料の徴収

１号期間のみ有する者の年金請求

１号・３号期間を有する者

３号期間のみ有する者の年金請求

障害基礎年金・遺族基礎年金・寡婦年金

平成１４年４月から

市 　 役 　 所

配偶者が勤める事業所

社会保険事務所

市 　 役 　 所

社会保険事務所

市 　 役 　 所

平成１４年３月まで

市 　 役 　 所

市 　 役 　 所

市 　 役 　 所

市 　 役 　 所

市 　 役 　 所

市 　 役 　 所

小野 河合 来住 市場 大部 福田下東条

１５火災件数 １２ ３ ８ ３ ３１０

１６�

１４�

１２�

１０�

８�

６�

４�

２�

０

○平成１３年地区別火災件数

○年別火災状況

○年別月別・累計火災件数

６０�

５０�

４０�

３０�

２０�

１０�

０

（件）

（件）

平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年

林野火災 建物火災

その他火災 車両火災

年　別

平成１４年

平成１３年

１月件数

２�

１

累　計

２�

１

国
民
年
金
の

　
コ
コ
が
変
わ
り
ま
す

平
成
　
年
４
月
か
ら

消

　

　

防

重
　
点
　
目
　
標

年

　

　

金

◎
火
災
情
報
（
そ
の
１
）

１４

○１ ○１○２

○３○４

○２

１４
６０

○６３

　
平
成
　
年
以
降
、
市
内
で
の
火
災
が
３
年
連
続
増
加
中
で
す
。

　
特
に
こ
の
春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
す
れ
ば
強
い
風
に
あ
お
ら
れ
大
火
事

に
な
り
ま
す
。
た
き
火
、
ゴ
ミ
の
焼
却
や
枯
れ
草
の
焼
却
な
ど
の
火
の

取
扱
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
（
署
）
で
は
、
こ
の
運
動
期
間
中
「
み
ん
な
で
誓
う

”
火
災

ゼ
ロ
“
」
を
テ
ー
マ
に
次
の
重
点
目
標
を
掲
げ
火
災
予
防
運
動
を
進
め

ま
す
。
暮
ら
し
の
安
全
を
守
る
た
め
地
域
、
家
庭
、
職
場
で
、
火
の
用

心
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

１０

春
の
火
災
予
防
運
動

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
〜
７
日

３
月
１
日
〜
７
日

１４



１６平成１４年　広報「おの」３月号

　
気
象
庁
で
は
、
特
に
「
防
災
活

動
に
直
結
す
る
」
き
め
細
か
な
防

災
気
象
情
報
の
発
表
の
推
進
を
図

る
た
め
、
注
意
報
・
警
報
の
発
表

単
位
と
な
る
細
分
区
域
の
設
定
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
平
成
　

年
３
月
１
日
の
　
時
か
ら
、注
意
報
・

警
報
の
発
表
区
域
が
こ
れ
ま
で
の

４
細
分
区
域
か
ら
、
左
記
の
８
細

分
区
域
に
変
更
さ
れ
、
小
野
市
は

播
磨
南
東
部
の
区
域
に
入
り
ま
す
。

　
市
民
会
館
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
中
か
ら
市
民
音
楽
祭
の
企
画

や
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者

は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員
　
若
干
名

▼
昨
年
の
実
践
例
　
音
楽
祭
の
内

容
・
出
演
団
体
の
選
考
・
抽
選
会

な
ど
を
企
画
し
て
い
た
だ
き
、
当

日
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
の
実

行
委
員
会
は
、
年
６
回
く
ら
い
平

日
の
夜
間
に
実
施
し
ま
し
た
。

▼
音
楽
祭
の
期
日
　
　
月
　
日
　

（
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
会
館
（
　

　
１
０
２
０
）

　
中
央
公
民
館
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
中
か
ら
「
ふ
れ
あ
い
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
地
域
通
貨
」
な
ど
の
成
人

講
座
の
企
画
や
運
営
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員
　
若
干
名

▼
昨
年
の
実
践
例
　
女
性
セ
ミ
ナ

ー
・
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
・

男
性
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

内
容
を
企
画
し
て
い
た
だ
き
、
当

日
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
の
実

行
委
員
会
は
、
年
８
回
く
ら
い
平

日
の
昼
間
に
実
施
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

（
　
　
１
０
２
０
）

▼
期
日
　
３
月
　
日

▼
受
付
　
９
時
か
ら
９
時
　
分

▼
対
象
者
　
囲
碁
愛
好
者
（
小
野

市
民
以
外
の
方
も
歓
迎
）

▼
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
参
加
費
　
一
般
１，
０
０
０
円
、

小
中
学
生
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

▼
対
局
　
Ａ
級
・・・
４
段
以
上
、

Ｂ
級
・・・
初
〜
３
段
、
Ｃ
級
・・・
１

級
以
下

▼
賞
　
各
級
１
〜
３
位
に
カ
ッ
プ
・

賞
状
・
副
賞

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

（
　
　
１
０
２
０
）

　
２
月
２
日
に
開
催
し
た
小
野
市

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
の
後
、
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
で
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
篠
原
信
一
選

手
に
よ
る
講
演
会
で
は
、
柔
道
と

の
出
会
い
、
実
技
指
導
、
シ
ド
ニ

ー
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
か
ら
だ
の
大
き
さ
は
、

格
別
。
世
界
を
十
分
に
感
じ
さ
せ

て
も
ら
え
ま
し
た
。

　
当
日
、
国
体
Ｐ
Ｒ
パ
ネ
ル
展
示

を
見
て
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

国
民
体
育
大
会
は
、
国
内
版
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。
地
域
の
特
性
を
生

か
し
、
選
手
・
応
援
の
皆
さ
ん
の

お
も
て
な
し
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
国
体
に
つ
い
て
の
ご
質
問
、
ご

提
案
等
、
第
　
回
国
民
体
育
大
会

小
野
市
準
備
委
員
会
事
務
局
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
願
い
し

ま
す
。（
　
　
２
４
０
９
／
Ｆ
Ａ

Ｘ
　
１
８
４
２
）

　
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
募
集
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
発
表
は
、
３
月
の
予
定
で

す
。

◎変更の概要

新

阪神、北播丹波、

播磨南東部、播磨

南西部、播磨北西

部、淡路島　　　

但馬北部、但馬南部

二 次 細 分 区 域

現行

南東部

南西部

淡路島

なし

一次細分区域

兵庫県南部

兵庫県北部

（
お
知
ら
せ
＆
ス
ポ
ー
ツ
）

気
象
情
報
が
細
分
化
さ
れ

小
野
市
は
「
播
磨
南
東
部
」

に
入
り
ま
す

お

知

ら

せ

中
央
公
民
館
成
人
講
座

企
画
実
行
委
員
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
募
集

中
央
公
民
館

市
民
音
楽
祭
企
画
実
行
委
員

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

第
　
回
小
野
市
民
囲
碁

大
会
出
場
者
募
集

市

民

会

館

１５

１４

１１

（日）

２４

３０

（祝）

２１

○６３

○６３○６３
６３

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
シ
ド
ニ
ー
五
輪
柔
道
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）篠原選手の講演

国体のＰＲ

６１○６３

○６３
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
で
は
、

４
月
か
ら
次
の
と
お
り
生
徒
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
別
表
の
と
お
り

▼
申
し
込
み
期
間
　
３
月
　
日
　

か
ら
同
月
　
日
　
の
９
時
か
ら
　

時
の
間
（
た
だ
し
、
月
曜
日
は
休

館
日
で
す
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
申
し
込
み
期

間
内
に
体
育
館
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

で
仮
申
し
込
み
を
し
た
う
え
、
申

し
込
み
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
説
明
会
の
日
に
提
出
し
て

本
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
（
各
コ

ー
ス
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）。

▼
説
明
会
　
３
月
　
日
　
　
　
　

時
　
分
か
ら
　
　
　
時
　
分
か
ら

（
場
所
）
総
合
体
育
館
軽
運
動
室

（
２
回
実
施
し
ま
す
。
ど
ち
ら
か

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
会
費
　
入
会
金
１，
０
０
０
円

（
入
会
時
の
み
）

年
会
費
２，
０
０
０
円
、
月
会
費

４，
０
０
０
円
（
親
子
コ
ー
ス
５，

０
０
０
円
）

※
当
ス
ク
ー
ル
は
、
水
着
、
水
泳

帽
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
総
合
体
育
館
（
　
　

７
０
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

物
損
事
故
は
減
少
　
死
者
は
倍
増

　
昨
年
の
市
内
の
交
通
事
故
発
生

件
数
は
、
前
年
に
比
べ
物
損
事
故

が
１
割
減
少
し
ま
し
た
が
、
人
身

事
故
に
若
干
の
増
加
が
見
ら
れ
、

死
者
は
倍
増
、
重
傷
者
は
３
割
増

加
と
重
大
事
故
が
多
く
発
生
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
関
連
す
る
人

身
事
故
が
多
発
し
、
前
年
に
比
べ

高
齢
者
の
傷
者
が
倍
増
し
ま
し
た
。

○
路
線
別
で
は

　
交
通
量
の
多
い
国
道
１
７
５
号
、

県
道
三
木
山
崎
線
、
県
道
加
古
川

小
野
線
、
県
道
小
野
藍
本
線
で
多

く
発
生
。

○
類
型
別
・
違
反
別
で
は

　
一
時
停
止
や
安
全
確
認
を
怠
っ

た
車
両
相
互
に
よ
る
出
会
頭
事
故
、

前
方
不
注
視
に
よ
る
追
突
事
故
が

多
く
発
生
。

　
ま
た
、
速
度
超
過
に
よ
る
車
両

単
独
事
故
も
多
く
発
生
。

○
時
間
別
で
は

　
　
時
か
ら
　
時
が
最
も
多
く
、

次
い
で
８
時
か
ら
　
時
、　
時
か

ら
　
時
と
出
勤
退
社
時
間
帯
に
多

発
。

○
曜
日
別
で
は

　
火
曜
日
が
最
も
多
く
、
次
い
で

水
曜
、
土
曜
、
金
曜
、
月
曜
、
木

曜
、
日
曜
日
の
順
に
多
く
発
生
。

○
住
居
地
別
で
は

　
事
故
当
事
者
の
約
６
割
が
地
元

の
人
。

な
れ
た
道
ほ
ど
事
故
が
起
き
る

　
交
通
事
故
の
大
半
は
、
日
常
生

活
圏
内
の
通
り
な
れ
た
道
で
起
き

て
い
ま
す
。

　
な
れ
た
道
ほ
ど
思
い
込
み
で
判

断
し
た
り
、
漫
然
運
転
に
陥
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
な
れ
た
道
で
も
油
断
せ
ず
警
戒

心
を
働
か
せ
、
危
険
を
予
測
す
る

運
転
に
心
が
け
、
く
れ
ぐ
れ
も
交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

（別表）練習時間割表

（　）内は定員、親子コースは４５分授業

コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員

Ｉ２
女　性
１８才以上
（３０）

Ｂ０２
幼　児
３才～６才
（２０）

Ｂ２
幼　児

３才～６才
（１０）
Ｅ２

小・中学生
６才～１５才
（１５）
Ｌ２

一般男女
１５才以上
（２５）
Ｕ２アクアビクス
一般男女
１５才以上
（１０）

Ｎ３水中散歩
一般男女
５０才以上
（５）
Ａ３
親　子

６ヶ月～２才１0ヶ月
（３０）

Ｂ３
幼　児
３才～６才
（２５）
Ｃ３

年長～３年生
５才～９才
（１０）

Ｅ３
小・中学生
６才～１５才
（２５）

Ｎ４水中散歩
一般男女
５０才以上
（２５）
Ｕ４アクアビクス
一般男女
１８才以上
（２５）

Ｂ４
幼　児
３才～６才
（２０）

Ｌ４
一般男女
１５才以上
（１０）

Ｎ５水中散歩
一般男女
５０才以上
（５）
Ａ５
親　子

６ヶ月～２才１0ヶ月
（１０）

Ｊ５
女　性
１８才以上
（３５）
Ｂ５
幼　児
３才～６才
（３０）
Ｃ５

年長～３年生
５才～９才
（１０）

Ｅ５
小・中学生
６才～１５才
（２５）

Ｂ６
幼　児
３才～６才
（２０）
Ｂ０６
幼　児
４才～６才
（２０）

Ｅ６
小・中学生
６才～１５才
（１０）

Ｌ６
一般男女
１５才以上
（１０）

１０：００

～１１：００

１１：００

～１２：００

１：００

～２：００

２：００

～３：００

３：００

～４：００

４：００

～５：００

５：００

～６：００

６：００

～７：００

７：００

～８：００

８：００

～９：００

休

館

日

月 火 水 木 金 土

○１

○２

ア
ル
ゴ

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
生
徒
募
集

水

　

　

泳

市
内
交
通
事
故

　
　
　
　
発
生
状
況

交

通

安

全

１０

（日）

１７１５

１３

３０

３０（日）

１６

１７

（土）

○６２

１６

１８

１０

１８

２０

◎市内交通事故発生状況

区　分

年　別

平成１３年

平成１２年

比較増減

総数（件）

交通事故発生件数（件）

１，８０１

人身（件）

３４０

物損（件）

１，４６１

傷者（人）

４４４

死者（人）

３

１，６７６ ３４８ １，３２８ ４６４ ６

－１２５ ＋８ －１３３ ＋２０

３５

４６

＋１１ ＋３

うち
重傷

（累計１．１～１２．３１）



　
寺
本
家
は
、
丹
波
園
部
出
身
の

武
家
で
、
江
戸
時
代
後
期
に
小
野

藩
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
、
第
六

代
藩
主
・
一
柳
末
英
の
時
に
江
戸

留
守
居
役
や
中
老
に
任
命
さ
れ
て

か
ら
は
、
代
々
小
野
藩
の
藩
政
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
寺
本
家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
資
料
は
、
武
具
、
調
度
品
、

そ
の
他
の
資
料
が
１
４
１
点
、
古

文
書
古
書
籍
が
５
０
０
点
で
、
時

代
も
藩
政
時
代
の
も
の
か
ら
近
代

の
生
活
資
料
ま
で
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

　
今
回
の
特
別
公
開
で
は
、
こ
れ

ら
の
資
料
の
う
ち
、
特
に
小
野
藩

時
代
の
貴
重
な
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。
主
な
資
料
は
次
の
と
お
り
。

◎
武
具
類

　
紺
糸
素
懸
威
具
足
（
陣
笠
付
）

　
藩
主
よ
り
拝
領
の
刀

　
鉄
扇

◎
調
度
品

　
盃
・
盃
台
（
藩
主
拝
領
品
）

　
盃
（
藩
主
拝
領
品
）

　
塗
皿
（
藩
主
拝
領
品
）
な
ど

◎
古
文
書

　
一
柳
末
英
直
筆
『
俗
千
字
』

　
歴
代
藩
主
の
書
状
な
ど

　
こ
の
機
会
に
、
小
野
藩
ゆ
か
り

の
品
々
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
入
館
料

　
大
人（
高
校
生
以
上
）２
０
０
円

　
小
・
中
学
生
　
　
　
１
０
０
円

（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持
参
は
無
料
）

▼
休
館
日
　
月
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館

（
　
　
３
３
９
０
）

　
恒
例
の
稚
児
鎧
と
親
子
十
二
単

の
着
付
け
を
５
月
に
行
い
ま
す
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
稚
児
鎧

▼
日
時
　
５
月
３
日
か
ら
５
日
　

　
時
か
ら
　
時
の
間
で
１
組
　
分

▼
定
員
　
１
日
８
組

▼
対
象
　
身
長
が
１
１
０
か
ら
１

３
０
　
ま
で
の
お
子
さ
ん
（
お
父

さ
ん
も
ご
一
緒
に
体
験
で
き
ま
す
）。

◎
親
子
十
二
単

▼
日
時
　
５
月
　
日
か
ら
　
日
　

　
時
か
ら
　
時
　
分
の
間
で
１
組

　
分

▼
定
員
　
１
日
６
組
（
　
日
は
８

組
）

▼
対
象
　
身
長
が
１
３
０
か
ら
１

４
０
　
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
（
た
だ
し
、　
日
に
限
り
大

人
１
人
で
の
着
用
も
で
き
ま
す
）。

（
稚
児
鎧
・
十
二
単
と
も
）

▼
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
入
館

料
が
必
要
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
直
接
、
好
古

館
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
。

　
住
所
　
氏
名
　
電
話
番
号
　
身

長
（
子
ど
も
の
み
）　
着
付
希
望

日
を
明
記
の
う
え
、
当
館
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
１
組
に
つ
き
１

枚
の
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

希
望
日
は
複
数
書
い
て
い
た
だ
い

て
結
構
で
す
が
、
多
い
場
合
は
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
日
　
４
月

　
日
　
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館
（
〒

６
７
５
│
１
３
７
５
　
小
野
市
西

本
町
４
７
７
・
　
　
３
３
９
０
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
３
４
６
２
）

　
初
心
者
向
け
の
茶
道
教
室
で
す
。

男
性
の
方
も
こ
の
機
会
に
お
茶
を

習
い
ま
せ
ん
か
。
静
か
な
雰
囲
気

の
柳
風
亭
で
お
茶
の
心
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
初
心
者

▼
期
間
　
平
成
　
年
５
月
　
日
か

ら
　
年
２
月
　
日
の
第
１
・
３
土

曜
日
（
１
回
目
の
み
第
２
土
曜
日
）

▼
時
間
　
１
組
　
　
時
か
ら
　
時
、

２
組
　
　
時
か
ら
　
時

▼
場
所
　
好
古
館
茶
室
　
柳
風
亭

▼
定
員
　
各
組
　
　
人

▼
受
講
料
　
１
ヶ
月
２，
０
０
０

円▼
申
し
込
み
　
４
月
　
日
　
ま
で

に
受
講
料
持
参
の
う
え
、
好
古
館

へ
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
好
古
館

（
　
　
３
３
９
０
）

１８平成１４年　広報「おの」３月号

　「
コ
コ
ロ
ン
小
野
ク
ラ
ブ
」
は
、

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
リ
ー

ダ
ー
等
が
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
場
と
し
て
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
メ
ン
バ
ー
　
名
、
い
ろ

い
ろ
な
分
野
の
方
々
で
和
や
か
に
、

気
軽
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
　

年
度
は
広
渡
廃
寺
跡
歴
史
公
園
の

草
引
き
、
難
民
救
援
衣
料
の
収
集

な
ど
を
し
ま
し
た
。
ま
た
年
に
数

回
、
情
報
交
換
等
の
た
め
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
お
持
ち
の
貴
重
な
人

脈
、
情
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
相
互

に
活
用
し
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
仲
間
と
と
も
に
目
指
し

ま
せ
ん
か
。

▼
応
募
方
法
　
３
月
末
日
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
　
　
２

４
４
５
）

コ
コ
ロ
ン
小
野
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
募
集

（
文

化

＆

募

集
）

好
　
古
　
館

受
贈
記
念
特
別
公
開

「
小
野
藩
中
老

　
　
寺
本
家
の
遺
品
」

稚
　
児
　
鎧

親
子
十
二
単

着
付
け

柳

風

亭

茶

道

教

室

３
月
　
日
　
〜
４
月
７
日
　

１５

（日）

（金）

第
　
期
受
講
生
募
集

１１

昨
年
の
「
稚
児
鎧
」
の
着
付
け
か
ら

藩
主
拝
領
の
盃

１５

１０

１２
１０

１０１０

２０

１３

１２

１３

１５

１０

１０

１０

１４

１１

１５

１５

ｃｍｃｍ

３０

１５

３０

４５

○６３

○１

○２

○３

○４

○５

２０

（土）

○６３

○６３

２２

（月）

○６３

○６３
（愛称：ココロン） 

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
！

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
！

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
！

ち

ご
じ
ゅ
う
に
ひ
と
え

よ
ろ
い
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日
頃
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
よ

り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
市
民

参
加
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
だ
け
る

「
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
本
の
整
理
や
修

理
、
ま
た
、
お
話
会
や
映
画
会
の

補
助
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
力
を
図
書
館
で
活
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対
象
　
年
齢
　
歳
以
上
の
方

（
学
生
の
方
で
も
参
加
し
て
い
た

だ
け
ま
す
）

▼
申
し
込
み
　
図
書
館
の
窓
口
で

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

（
　
　
０
４
５
６
）

　
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
に
、
こ

ど
も
放
送
局
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

▼
日
時
　
３
月
９
日

　
　
　
　「
あ
こ
が
れ
の
職
業
」

　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　「
ス
ポ
ー
ツ
」

と
も
に
　
時
　
分
か
ら
　
時

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
絵
本
や
物
語
な
ど
の
楽
し
い
お

話
を
し
ま
す
。
途
中
か
ら
は
入
れ

な
い
の
で
時
間
に
遅
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
３
月
９
日
　
・
　
日
　
、

（
小
学
校
低
学
年
ま
で
）　
時
か
ら
、

（
小
学
校
高
学
年
以
上
）　
時
　
分

か
ら

▼
場
所
　
２
階
和
室

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら

▼
場
所
　
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
料
金
　
無
料

　
市
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校

で
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
学
校

生
活
を
補
助
す
る
”介
助
員
“
が

必
要
な
場
合
に
、
登
録
さ
れ
て
い

る
人
か
ら
６
ヶ
月
以
内
（
更
新
有
）

を
限
度
と
し
て
、
選
考
の
う
え
採

用
し
て
い
ま
す
。

▼
資
格
　
健
康
で
障
害
者
福
祉
に

理
解
を
有
す
る
方

▼
申
し
込
み
・
詳
細
　
３
月
１
日

　
か
ら
同
月
　
日
　
ま
で
に
、
履

歴
書
一
部
（
市
販
用
紙
使
用
）
を

学
校
教
育
課
（
　
　
２
４
０
９
）

へ
。

　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
で
ブ
レ
イ
ク
し

よ
う
！
　
年
度
か
ら
の
学
習
指
導

要
領
改
定
に
伴
い
、
ダ
ン
ス
シ
ー

ン
が
変
わ
る
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、

フ
ァ
ン
ク
は
当
た
り
前
。
だ
か
ら

授
業
・
運
動
会
は
変
わ
る
は
ず
！

指
導
者
・
愛
好
者
必
見
。

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
９
時
　

分
か
ら
　
時
（
９
時
　
分
受
付
）

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
、

軽
運
動
室

▼
内
容
　
　「
レ
ッ
ツ
！
リ
ズ
ム

ダ
ン
ス
」
〜
フ
ァ
ン
ク
の
リ
ズ
ム

を
取
り
入
れ
た
授
業
、
運
動
会
の

た
め
の
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

　「
　
　
　
　
　
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
」
〜
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
は

初
め
て
と
い
う
方
で
も
、
や
っ
て

み
た
ら
ホ
ラ
で
き
た
！

▼
講
師
　
　
村
井
恭
子
（
ダ
ン
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　
池
田
　
拓
（
フ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
・

振
付
師
）

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
（
た
だ
し
、

中
・
高
校
生
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
責
任
に
お
い
て
参
加
さ

せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
定
員
　
　
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
資

料
代
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
期
間
　
３
月
３
日
　

か
ら
同
月
　
日
　
必
着
。

〔
４
日
・
　
日
　
は
休
館
日
で
す
〕

▼
申
し
込
み
方
法
　
　
氏
名
　
　

年
齢
　
　
性
別
　
　
現
住
所
（
　
）

　
　
勤
務
先
（
　
）
と
「
や
れ
ば

で
き
る
！
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
講
習
会

〜
　
世
紀
バ
ー
ジ
ョ
ン
〜
」
申
込

み
と
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
所
定
申
込
書
（
窓
口

用
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総

合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）
〒
６
７
５

│
１
３
７
８
　
小
野
市
王
子
町
９

１
７
│
１
（
　
　
７
０
０
０
・
　

　
７
５
６
０
）

▼
応
募
期
限
　
３
月
　
日
　（
当

日
消
印
有
効
）

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
よ

り
お
願
い
し
ま
す
。

　
要
項
ご
入
用
の
方
は
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
発
表
会
　
６
月
８
日
　
・
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
　
　
２
４
４
５
）

　
全
国
公
募
で
実
施
し
て
い
る
、

第
　
回
短
歌
「
上
田
三
四
二
賞
」

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
作
品
　
自
作
未
発
表
作
品
で
、

一
人
一
首
に
限
り
ま
す
。

▼
選
者
　
馬
場
あ
き
子
先
生
・
永

田
和
宏
先
生
・
米
口
　
實
先
生

▼
応
募
料
　
一
般
の
部
　
１，
０

０
０
円
（
郵
便
小
為
替
を
作
品
に

同
封
し
て
く
だ
さ
い
） 第

　
回
短
歌
「
上
田
三
四
二
賞
」
作
品
募
集

１３

応
募
期
限
は
３
月
　
日
ま
で

１５

！！

１３

１５

（金）
（土）

○６３

○６２

○６２

ＦＡＸ

図
　
書
　
館

教

　

　

育

小
・
中
学
校
介
助
員
の
登
録

平
成
　
年
度

こ

ど

も

放

送

局

図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

お

話

会

名

画

鑑

賞

会

「
シ
ャ
レ
ー
ド
」

こ

ど

も

映

画

会

「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
物
語

　
　
　
　
　
〜
裸
の
王
様
〜
」

１４

１８

○６２
１０

１５
（土） （土）

２３

（日）

１０

１４

（日）

２４

１０

３０

３０

（土）

（土）

２３

（金）

（月）

（日）

（日）

１１

（月）

１１１７

２１

５０

（日）

２４

５０

３０

１６ １４

１４１４

４０

○６３

○２○２

○１

○１

○２

○３

○４

○５ Ｈ
ｏ
ｗ
　ｔｏ ○１

「
や
れ
ば
で
き
る
！

　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
講
習
会

　
　
　
　
〜
　
世
紀
バ
ー
ジ
ョ
ン
〜
」

２１

「
や
れ
ば
で
き
る
！

　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
講
習
会

　
　
　
　
〜
　
世
紀
バ
ー
ジ
ョ
ン
〜
」

受
講
生
募
集

テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
「
Ｔ
Ｒ
Ｆ
」

（
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
）

バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー

池
田
　
拓
　
来
市
！

２１



平成１４年度第１回警察官募集（兵庫県警）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
趣

旨
・
目
的
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
要
領
で

説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
関
心
を

お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
か

ら▼
場
所
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

第
１
研
修
室
（
２
階
）

▼
内
容
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
現
状
と
事
業
概
要
に
つ
い

て
　
　
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別

基
金
事
業
の
説
明
に
つ
い
て
　
　

そ
の
他

▼
対
象
　
　
こ
れ
か
ら
入
会
を
希

望
さ
れ
る
方
で
、
　
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
。
　
　

今
ま
で
入
会
希
望
さ
れ
て
い
て
、

現
在
も
未
加
入
の
方
。

▼
詳
細
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局
（
小
野
支
部
・
　
　
６

２
２
２
）

２０平成１４年　広報「おの」３月号

長 濱 史 朗

整形外科医長
なが はま し ろう

佐々木　崇

整形外科医長
さ さ き たかし

こ
ん
に
ち
は

　
着
任
医
で
す

市
民
病
院
か
ら

　
市
民
福
祉
部
で
は
、
よ
り
充
実

し
た
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

福
祉
基
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

平
成
　
年
５
月
か
ら
平
成
　
年
１

月
に
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
は
次

の
と
お
り
で
す
。�

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

▼
線
栽
サ
ー
ク
ル
（
住
吉
町
）
▼

賀
内
進
一
（
西
本
町
）
▼
山
田
た

か
子
（
王
子
町
）
▼
匿
名

１３

１４

　募集期間　３月２２日（金）から４月１２日（金）
　受験資格等　別表のとおり
　詳細・問い合わせ　社警察署（　０７９５　０１１０）・交番・駐在所まで。

※ＳＡ・ＳＢ区分は、コンピュータ技術、語学、財務等多様な資格、
　能力、経験を有する方を対象とした試験です。

※家庭から搬入するものについては１００ｋｇ未満（日量）は無料。
　ただし、１日の搬入合計量が１００ｋｇ以上の場合は、超えた
　量だけでなく全部の量に対して料金がかかります。

※第２、第４土曜日が祝祭日の場合は休日です。
※年末年始の受付については広報１２月号でお知らせします。

最低賃金の件名（適用業種）

繊 維 工 業 、 靴 下 製 造 業

塗 料 製 造 業

鉄 鋼 業

一 般 機 械 器 具 製 造 業

電 気 機 械 器 具 製 造 業

輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業

計量器・測定器・分析機器・

試験機・測量機械器具製造業

各 種 商 品 小 売 業

自 動 車 小 売 業

（注）業務・年齢等により産業別最低賃金の適用が除外され兵庫
　　県最低賃金が適用される場合があります。
※詳しくは兵庫労働局労働基準部賃金課（　０７８－３６７－９１５４）
　までお問い合わせください。

受　　付　　日　　時

月曜～金曜日

土　曜　日

祝　祭　日

休　　　日

種　類

可燃ごみ

粗大ごみ

単　位

１０ｋｇ

１０ｋｇ

現行手数料

７０円

７０円

改定手数料

９０円

９０円

約１２０名

　約１０名
　

　約５０名

　約１０名

　約７０名

　約１０名
　

　約１０名

Ａ

ＳＡ
（社会人経験者）

※

Ｂ

ＳＢ
（社会人経験者）

※

ＡＣ

Ａ

Ｂ

試 験 区 分
受 験 資 格

午前８時３０分～午後４時３０分

午前８時３０分～午前１１時３０分

（ただし、第２・第４土曜日は除く）

午前８時３０分～午前１１時３０分

第２・第４土曜日、日曜日、年末年始

（別表２）受付日時の変更

（別表）

☆産業別最低賃金→平成１３年１２月１日より

☆地域別最低賃金→平成１３年９月３０日より

（別表１）ごみ処理手数料改定

　平成１４年４月１日より、小野クリーンセンターのごみ処理手数料
と受付日時が別表１、２のとおりになりますのでお知らせします。

小野クリーンセンターから

○４２

学 歴 等

４年制大学を卒業した人
４年制大学を卒業した人
で、卒業後、民間企業等
における職務経歴が通算
３年以上の人
男性Ａ・ＳＡ・ＡＣ以外の人
（平成１５年３月までに高
校卒業見込み者を除く）
４年制大学以外の学校を
卒業した人で、卒業後、
民間企業等における職務
経歴が通算３年以上の人
４年制大学を平成１５年３
月までに卒業見込みの人
４年制大学を卒業した人
および平成１５年３月まで
に卒業見込みの人

女性Ａ以外の人（平成１５
年３月までに高校卒業見
込み者を除く）

年　　齢

昭和４６年１０月２日以降に
生まれた男性

昭和４６年１２月３日以降に
生まれた男性（平成１４年
１２月２日における年齢が
１８歳から３０歳までの男性）

昭和４７年４月２日以降に生
まれた男性

昭和４７年４月２日以降に生
まれた女性

昭和４７年４月２日以降に生
まれた女性（平成１５年４
月１日における年齢が１８
歳から３０歳までの女性）

男
　
　
　
　
　
　
性

女
　
　
　
性

日　額 時間額

兵 庫 県 最 低 賃 金
日　額 時間額

５，８４８円

６，６６４円

６，４２９円�

６，３５４円�

６，０５０円

６，６４６円

６，０８０円

５，９２０円

６，２２０円

７３１円

８３３円

８０２円

７９２円

７５６円

８２７円

７６０円

７３９円

７７７円

５，３８９円 ６７５円

兵庫県の最低賃金改正のお知らせ兵庫県の最低賃金改正のお知らせ兵庫県の最低賃金改正のお知らせ兵庫県の最低賃金改正のお知らせ

大久保琢郎

外科医長
おお く ぼ たくろう

採用

予定者数

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

入
会
お
よ
び
事
業
説
明
会

（
お
知
ら
せ
＆
募
集
）

福
祉
基
金

　
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

お

知

ら

せ

１８
６０

１３

（月）

（１）（１）

（２）

（２） （３）
○６２



２１ 平成１４年　広報「おの」３月号

　
わ
が
ふ
る
さ
と
「
小
野
」
の
歴

史
を
も
っ
と
知
る
た
め
、
市
内
に

散
在
す
る
旧
跡
を
自
分
の
足
で
歩

い
て
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
「
河
合
と
高
田
の
城
巡

り
」
と
題
し
て
、
河
合
地
区
・
高

田
町
に
あ
る
城
跡
を
中
心
に
文
化

財
を
た
ど
り
ま
す
。

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所
　
河
合
会
館
（
Ｊ
Ｒ

河
合
西
駅
か
ら
南
に
２
０
０
ｍ
、

河
合
小
学
校
隣
）

▼
コ
ー
ス
　
河
合
会
館（
集
合
）↓

成
国
寺
↓
河
合
城
跡
↓
堀
井
城
跡

↓
小
掘
城
跡
↓
太
閤
渡
し
・
新
宮

神
社（
昼
食
）↓
明
善
寺
↓
鯰
坂
城

跡
↓
橋
の
地
蔵
さ
ん
↓
高
田
町
薬

師
堂
↓
顕
王
神
社
↓
竹
の
宮
石
造

鳥
居
↓
河
合
会
館（
解
散
）﹇
約
８
　
﹈

▼
参
加
料
　
２
０
０
円
（
当
日
、

受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
）

▼
持
参
物
　
弁
当
、
雨
具
、
敷
物
、

探
訪
証
明
書
（
な
い
方
は
、
当
日

発
行
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
　
小
野
市
観
光
協
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
・
　
　

１
９
２
９
）

※
当
日
受
付
も
可
能

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
　

分
か
ら
　
時
　
分

▼
場
所
　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館

第
１
・
２
研
修
室

▼
テ
ー
マ
　
癒
し
の
庭
づ
く
り

▼
受
講
料
　
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
３
月
　
日
　
の
８

時
　
分
か
ら
電
話
に
て
受
け
付
け

し
、
先
着
　
名
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
（
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
）。

▼
問
い
合
わ
せ
　
　
小
野
市
都
市

施
設
管
理
協
会
（
　
　
７
０
０
０
）

　
衣
類
・
雑
貨
・
そ
の
他
の
新
品
、

中
古
品
を
安
価
で
販
売
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
当
日
持
ち
込
み
に
よ
り
自
分
で

販
売
、
１
区
画
（
１
・
８
ｍ
×
２
・

７
ｍ
）
２，
０
０
０
円

　
な
お
、
出
店
者
が
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

▼
日
時
　
４
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
（
小
雨
決
行
）

＊
　
日
が
雨
天
で
中
止
の
場
合
は
、

翌
日
　
日
（
祝
日
）
に
開
催

▼
場
所
　
加
古
川
上
流
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
黍
田
町
）

▼
条
件
　
４
月
　
日
　
が
雨
天
の

場
合
は
、　
日
　
に
開
催
し
ま
す

の
で
、
２
日
間
参
加
で
き
る
方
。

▼
申
し
込
み
　
出
店
希
望
者
は
、

４
月
５
日
ま
で
に
、
や
え
ざ
く
ら

ま
つ
り
事
務
局
（
下
水
道
課
・
　

　
１
０
０
４
）
へ
。

◇と　き　毎週火～日曜日　８時３０分～１７時（土曜日は12時まで）
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）

お気軽にご相談ください
市民相談　　生活上の問題

◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　市役所市民サービス課

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】
◇と　き　３月２８日（木）　１０時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】
◇と　き　３月１３日（水）　１３時３０分～１６時
　　　　　３月２７日（水）　１３時３０分～１６時
◇ところ　市役所市民サービス課

人権行政相談　　人権や行政に関することなど
◇と　き　３月２０日（水）　１３時３０分～１５時３０分
◇ところ　中央公民館３０２号

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題
◇と　き　毎週水曜日　９時～１７時
◇ところ　市役所生活環境課

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます
◇と　き　毎週月～金曜日　１３時～１７時
◇ところ　教育委員会適応教室

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

農地相談　　農地に関すること【予約制】
◇と　き　３月１３日（水）　１０時～１５時
◇ところ　市役所第２庁舎第２会議室

母子家庭相談　　生活上の悩みなど
◇と　き　毎週火・金曜日　１０時～１６時
◇ところ　福祉事務所面接室

◇と　き　３月１７日（日）　１０時～１２時
◇ところ　中央公民館３０４号室

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと

◇と　き　３月１４日（木）　１０時～１２時
◇ところ　老人福祉センター「みやま荘」

知的障害者相談　　知的障害、日常生活上の悩みごと

乳幼児育児不安の相談　　乳用児の子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　１０時～１５時
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）　６２－８４２８

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　住宅改造について【予約制】
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時
◇ところ　福祉事務所面接室

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日（火・木曜日は介護専門相談）１０時～１５時
◇ところ　老人福祉センター相談室　　６３－２５７４

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の提供

子育て相談　　子育てに関すること
◇と　き　毎週火～土曜日　１３時～１５時（土曜日は１０時～１２時まで）
◇ところ　中央公民館３０１号（子育て学習センター）　６２－７０２０

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など
◇と　き　毎週月～金曜日　８時３０分～１７時（電話と面接相談）
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　　６２－４１１０

第
　
回
小
野
史
を
歩
く
会

参

加

者

花

づ

く

り

講

習

会

参

加

者

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

第
　
回
や
え
ざ
く
ら
ま
つ
り

３１

募

　

　

集

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街

（
市
内
黒
川
町
）

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
街

第
２
期
一
般
宅
地
分
譲

　
　
　
受
付
中
（
先
着
順
）

（
市
内
黒
川
町
）

＊
住
宅
建
設
メ
ー
カ
ー
の
指
定
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
住
宅
建
設
期
限
は
　
年
以
内
に

　
な
り
ま
し
た
。
　

＊
家
族
用
（
分
家
住
宅
）
と
し
て

　
の
取
得
も
可
能
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
小
野
市
土
地
開
発
公
社
（
市
役

所
内
・
　
　
１
８
８
４
）
ま
で
。

ア
メ
ニ
テ
ィ

　
　
く
ろ
か
わ

ア
メ
ニ
テ
ィ

　
　
く
ろ
か
わ

１０

（日）

１０

１０

１５

ｋｍ

○６３

○６２

○６３

○６３

（財）

６０

３０

３０

３０

（日）

２４

（火）

１２

１３

１５

１１

１０

１５

（日）

２８

（日）

２８（祝）

２９

２８
２９



２２

　
高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
高

い
状
態
の
こ
と
で
す
。
体
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
が
、
た
ま

り
す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を
引
き
起

こ
し
、
高
血
圧
、
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
正
に

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
り
す
ぎ
は
肥

満
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

高
脂
血
症
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
誘
因
に
も
な

り
ま
す
。
左
図
の
計
算
方
法
で
自

分
の
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

　
　
　
多
い
食
品
は
控
え
め
に

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品

の
摂
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
い
人
は

摂
取
量
を
３
０
０
　
以
下
に
抑
え

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

脂
肪
の
と
り
方
に
ご
注
意
を
！

　
動
物
性
食
品
（
特
に
、
肉
類
の

脂
身
・
脂
肪
分
の
多
い
バ
ラ
肉
・

鶏
の
皮
）
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
増
や
す
飽
和
脂
肪
酸
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
魚
（
特

に
、
あ
じ
・
い
わ
し
・
さ
ば
な
ど

の
青
魚
）
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
を
下
げ
る
不
飽
和
脂
肪
酸

（
Ｄ
Ｈ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
豊
富
で

す
。
脂
肪
の
多
い
肉
を
控
え
め
に

し
、
魚
を
十
分
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

食
物
繊
維
は
た
っ
ぷ
り
と

　
食
物
繊
維
が
豊
富
な
食
品
は
、

野
菜
、
い
も
類
、
豆
類
、
き
の
こ

類
な
ど
で
す
。
食
物
繊
維
の
目
標

摂
取
量
は
　
か
ら
　
ｇ
、
野
菜
は

生
よ
り
も
煮
た
り
ゆ
で
た
り
す
る

と
か
さ
が
減
り
、
食
べ
や
す
く
な

り
ま
す
。

甘
い
お
菓
子
や
果
物
に
ご
用
心

　
中
性
脂
肪
が
高
い
人
は
、
特
に

甘
い
物
を
摂
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
甘
い
お
菓
子

は
一
般
的
に
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の

で
肥
満
の
も
と
。
果
物
も
食
べ
す

ぎ
は
禁
物
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど
ほ
ど
に
・・・

　
適
量
で
あ
れ
ば
「
百
薬
の
長
」

で
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
も
、
飲
み
過

ぎ
れ
ば
中
性
脂
肪
が
増
え
る
な
ど

の
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。
適

量
と
は
日
本
酒
に
し
て
一
日
一
合

が
目
安
。
酒
の
肴
も
脂
っ
こ
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
料
理
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

　▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
○
こ
ど
も
の
皮
膚
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
〜
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
と
湿
疹
〜
　
○
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
・
お
や
つ
の
試

食
と
簡
単
レ
シ
ピ
紹
介

▼
講
師
　
小
野
市
民
病
院
小
児
科

医
師
・
市
管
理
栄
養
士

『
肩
こ
り
・
腰
痛
に
対
す
る

　
　
　
　
　
予
防
と
運
動
療
法
』

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時
　
分

▼
講
師
　
北
野
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　
北
野
達
郎
先
生

▼
場
所
　
　
小
野
市
加
東
郡
医
師

会
館
（
医
療
セ
ン
タ
ー
）

▼
申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。（
定
員
　
名
）

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時

▼
場
所
　
と
ど
ろ
き
荘
（
東
条
町
）

▼
内
容
　
交
流
会
・
精
神
相
談

▼
参
加
費
　
１，
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
３
月
８
日
ま
で
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

「
中
高
年
期
に
多
い

　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ
の
危
機
」

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
　
時

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
大
村
病
院
副
院
長
　

　
　
　
　
　
　
　
金
田
弘
幸
氏
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子
育
て
健
康
講
座

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

医
師
に
よ
る

　
健
康
教
育
推
進
講
座

ほ
ほ
え
み
交
流
会

〜
痴
呆
症
の
介
護
者
の
つ
ど
い
〜

１６０ｃｍ
●１日に必要なエネルギー

標準体重＝身長（ｍ）２×２２

１日に必要なエネルギー
　＝標準体重×２５～３０ｋｃａｌ

（例）身長１６０ｃｍの方なら

１．６×１．６×２２＝５６ｋｇ

５６×３０ｋｃａｌ＝１７００ｋｃａｌ

１７００
　　ｋｃａｌ

ｍｇ２５

２０

２３

５０

３０

１４

１５ １５

（土）

１４

１４

（木）

１４

１２

１６

（木）

１５

１４

１５

（金）

遷延性意識障害者に対する
支援事業のお知らせ

　兵庫県では、脳卒中、交通事故に
よる重度の意識障害となった方で、
介護保険対象者を除く遷延性意識障
害の方々に対して、
１．訪問看護利用（平成１３年７月１
　日から適用）
２．医療機関への短期入所（各市町
　によって適用月日が異なります）
　に対する費用の一部を公費負担す
　る制度を実施することになりました。
　この制度の利用を希望される方は、
申請手続き等については、直接、下
記へ問い合わせてください。
　問い合わせ

○事業全般について
　・住所地の各健康福祉事務所（保健所）
　・県庁　医療課疾病対策室難病特定
　　疾患係（　０７８－３４１－７７１１
　　内線３２３１）

せんえんせい

【時間】１０時～１１時３０分（内容によって午後の場合もあります）
【申し込み・問い合わせ】保健センターへ３月２８日（木）までに。
（定員になり次第、受付を終了させていただきます）

地　区

小野・大部
福田・下東条
市　場
来　住
河　合

日　程

第１木曜日

第３火曜日
第２水曜日
第４火曜日

場 所

保健　　
センター
市場会館
来住会館
河合会館

対象年齢

６０歳
以上

定員

４０名

４０名
４０名
４０名

●ねたきり予防実践教室（４月開講）新受講生募集
骨粗しょう症や寝たきりの予防、栄養、運動を取り入れた教室

（社）

教 室 名

ヘルシー教室

骨こつ教室
若がえり教室
いきいき教室

こつこつ
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★診療時間は、午後６時から午後９時です。

★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（　　７１１９）

　または、消防署（　　０１１９）で確認してください。

★診療時間は、午前９時から午後６時までです。

★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。

当 番 医

坂 本 医 院

青 山 医 院

町立東条診療所

復 井 診 療 所

依 藤 診 療 所

真 島 医 院

岡 村 医 院

国立青野原病院

ますむら医院

土 井 病 院

伊 佐 治 病 院

ひまわりクリニック

まつい子どもクリニック

田 渕 医 院

小島クリニック

桂 医 院

畑田内科医院

清水内科クリニック

河 合 医 院

吉 川 医 院

真 島 医 院

藤本内科医院

つぼた小児科医院

畑田内科医院

柏 木 医 院

つぼた小児科医院

月　日

３月１１日（月）

　　　１２日（火）

　　　１３日（水）

　　　１４日（木）

　　　１５日（金）

　　　１６日（土）

　　　１８日（月）

　　　１９日（火）

　　　２０日（水）

　　　２２日（金）

　　　２３日（土）

　　　２５日（月）

　　　２６日（火）

　　　２７日（水）

　　　２８日（木）

　　　２９日（金）

　　　３０日（土）

４月　１日（月）

　　　　２日（火）

　　　　３日（水）

　　　　４日（木）

　　　　５日（金）

　　　　６日（土）

　　　　８日（月）

　　　　９日（火）

　　１０日（水）

住　所

加東郡社町上中３丁目

加東郡東条町吉井

加東郡東条町新定

復 井 町

本 町

三 和 町

敷 地 町

南 青 野

加東郡滝野町上滝野

復 井 町

神 明 町

神 明 町

敷 地 町

加東郡滝野町新町

王 子 町

加東郡社町大門

黒 川 町

敷 地 町

粟 生 町

加東郡社町社

三 和 町

加東郡社町社

西 本 町

黒 川 町

船 木 町

西 本 町

電　話

０７９５　６６６０

０７９５　０３２１

０７９５　００４８

　７３１８

　００２８

　２３３０

　４３００

　２２３３

０７９５　０７０４

　２１１９

　７８８７

　７２０９

　７３６６

０７９５　０１６０

　２７２７

０７９５　０２５２

　７５７５

　１００５

　２８１０

０７９５　０１０５�

　２３３０

０７９５　００２４�

　２７５２

　７５７５�

　０１９９

　２７５２

育ヶ丘クリニック

小野市民病院

松本小児科医院

福岡クリニック

小野市民病院

公立社総合病院

町立東条診療所

北野外科クリニック

復 井 診 療 所

小野市民病院

樫 山 町

中 町

加東郡社町社

神 明 町

中 町

加東郡社町家原

加東郡東条町新定

黒 川 町

復 井 町

中 町

　 ８１１２

　 ２０２０

０７９５　５１０５

　 １６００

　 ２０２０

０７９５　５５１１

０７９５　００４８

　 １０８０

　 ７３１８

　 ２０２０

内科系週日時間外救急医療診療（  　　　　）

休日当直医 （１０日までの分は前月号に掲載）

１０日までの分は
前月号に掲載

月　日 住　所 電　話当番医
上・内科医

下・外科医

○６３
○６３

○６２
○６３

○６３
○６３

○６３
○６６
○６３

○４２

○４６
○４２

○６６

○６６

○６６

○６６

○４６
○４２

○４６

○４８

○６５

○６２

○６２

○６２

３月１７日（日）

３月２１日（祝）

３月２４日（日）

３月３１日（日）

４月 ７ 日（日）

○４８

○４３

○４２

○４２
○６６

○６２
○６３
○６７
○６２

○６３

○６３

○６３

○６４

○６３

◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

★母子健康手帳交付
◇平日８時３０分～１６時３０分　＝保健センター
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。

★未来のパパママ教室
◇４月５日（出産予定日が１４年７月・８月の方）
　開始時間　９時３０分（終了１１時３０分）＝保健センター

★４か月児健康診査
◇３月１８日　１３年１１月生まれの乳児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター

★離乳食教室
◇３月１４日　１３年９月生まれの乳児の保護者
　開始時間　９時３０分（終了時間１１時３０分）＝保健センター
（取り皿･スプーン･エプロン･三角巾持参）
　お子様を連れてこられても結構です。

★１歳６か月児健康診査
◇３月４日　１２年９月生まれの幼児
◇４月１日　１２年１０月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
　（歯を磨いて行きましょう！ 事前にアンケート用紙を送付
　します。お手元にない方は保健センターへご連絡ください）

★２歳児教室
◇３月１１日　１２年２月生まれの幼児
　開始時間　９時４５分（終了１１時３０分）＝保健センター
　１０時までにお越しください。
（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）

★３歳児健康診査
◇３月１２日　１１年１月生まれの幼児
◇４月９日　１１年２月生まれの幼児
　受付時間　１３時～１４時３０分　＝保健センター
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）
（歯を磨いて行きましょう）

★母子健康相談&プレイルーム
◇３月２８日　受付時間　９時３０分～１０時３０分
　＝保健センター

★こころの相談
◇３月２５日　１３時～１４時　＝社健康福祉事務所
　　　　　　　　　　　　　　（社保健所）〈予約制〉
★ＨＩＶ（エイズ）抗体検査
◇３月７日・１４日・４月４日　１１時～１２時
　　＝社健康福祉事務所〈予約制〉（無料・匿名で受けることができます）
　　　　（社保健所）　　

★ネコの引き取り
◇３月４日・１８日　８時３０分～１０時　
　　＝保健センター

★献血
◇３月６日　１０時～１５時３０分　
　　＝保健センター
（成分献血をご希望の方は事前に電話でご予約ください）

保健センター
３９７７○６３
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１
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
は
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
ラ

ン
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

部
門
に
参
加
と
い
う
形
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
、
約
１
５
０
人
の
ウ
ォ
ー

カ
ー
の
中
に
中
学
生
の
新
宣
言
者

が
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な
お
し
ゃ
べ

り
や
歌
声
も
聞
こ
え
て
き
て
、
い

つ
も
と
一
味
違
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
マ

ラ
ソ
ン
・
エ
キ
デ
ン
選
手
の
力
走

を
み
て
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
な
が

ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
で
し
た
。

　
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
、
今
何

万
歩
ま
で
達
成
し
て
お
ら
れ
ま
す

か
？
１
０
０
万
歩
賞
で
帽
子
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？

ま
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ぜ

ひ
頑
張
っ
て
達
成
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
５
０
０
万
歩
賞
で
ゴ
ー
ル
ド

バ
ッ
ヂ
、
そ
し
て
１
０
０
０
万
歩

賞
で
ヒ
ッ
プ
バ
ッ
グ
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し

ょ
う
。
毎
回
１
５
０
人
か
ら
２
０

０
人
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
賞
の
バ
ッ
ヂ

は
何
回
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
に
ス
ト
レ

ッ
チ
で
筋
肉
を
暖
め
、
ひ
ざ
や
足

首
の
関
節
も
柔
軟
に
し
て
お
く
と

事
故
を
防
ぎ
、
無
理
な
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
に
は
、
収
縮

し
た
筋
肉
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
固
く
な
っ
て
痛
み
を
誘
う
原

因
に
な
る
の
で
ス
ト
レ
ッ
チ
で
ほ

ぐ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
私
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て

５
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
１
日

　
分
歩
く
の
が
や
っ
と
で
し
た
が
、

ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〜
１

日
１
万
歩
運
動
〜
が
始
ま
っ
て
半

月
遅
れ
て
ウ
ォ
ー
カ
ー
宣
言
を
し
、

１
日
１
万
歩
を
目
指
し
て
歩
く
よ

う
心
が
け
ま
し
た
。
毎
月
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
デ
ー
で
は
、
大
勢
の
皆

さ
ん
と
お
会
い
で
き
、
共
に
歩
く

楽
し
み
も
で
き
ま
し
た
。
悩
ん
で

い
た
便
秘
も
解
消
し
、
１
日
歩
か

な
い
と
何
と
な
く
落
ち
着
か
な
く

な
り
、
今
で
は
生
活
の
一
部
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
限
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
神
明
町
　
長
谷
川
ま
さ
ゑ
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ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

第
４
弾
を
実
施
し
ま
す
。
今
回
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方
、
大
歓
迎
！

　
チ
ー
ム
（
１
か
ら
６
名
）
を
組

ん
で
参
加
し
て
、
み
ん
な
で
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
を
楽
し
も
う
！

▼
日
時
　
３
月
　
日
　
　
　
時
か

ら
（
小
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所
　
大
池
総
合
公
園
陸

上
競
技
場

▼
コ
ー
ス
　
当
日
の
お
楽
し
み
！

▼
参
加
方
法
　
１
か
ら
６
名
で
チ

ー
ム
を
組
ん
で
事
前
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
（
１
名
で
の
参

加
も
で
き
ま
す
）。

※
小
学
生
以
下
の
参
加
の
場
合
は
、

保
護
者
と
一
緒
に
歩
い
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
参
加

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
３
月
　

日
　
ま
で
に
体
育
保
健
課
、
総
合

体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）、
匠
台
公
園

体
育
館
（
お
の
ア
ク
ト
）、
各
会

館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
開

催
要
項
は
そ
れ
ぞ
れ
の
受
付
に
あ

ま
す
。

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、
参

加
チ
ー
ム
を
把
握
す
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
事
前
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館

（
ア
ル
ゴ
）　
　
７
０
０
０

ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
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人　口　５０，５０９人（前月比＋９人）
　男　　２４，７９４人　　　　女　　２５，７１５人
世帯数　１６，４３１世帯　　面　積　９３．８４

２月１日現在
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ま ち の 動 き

３
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

３
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

ウ
ォ
ー
カ
ー
情
報

２
月
　
日
現
在

２
月
　
日
現
在

総
宣
言
者
数

　
　
　
３，
９
２
９
名

マ
ラ
ソ
ン
・
エ
キ
デ
ン
の
選
手
と

　
一
緒
に
楽
し
ん
だ
１
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

マ
ラ
ソ
ン
・
エ
キ
デ
ン
の
選
手
と

　
一
緒
に
楽
し
ん
だ
１
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

マ
ラ
ソ
ン
・
エ
キ
デ
ン
の
選
手
と

　
一
緒
に
楽
し
ん
だ
１
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

３０

１０

２３

（土）

１６

（土） 第
４
弾
「
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
実
施
！

第
４
弾
「
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
実
施
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
後
に

　
　
　
ス
ト
レ
ッ
チ
を
！

１５１５

│
大
池
総
合
公
園
外
周
路
改
修
記
念
│

│
大
池
総
合
公
園
外
周
路
改
修
記
念
│

○６２




